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一　

課
題
と
分
析
の
視
角

　

一
九
三
〇
年
代
を
通
じ
て
、
日
本
陸
軍
の
対
外
・
国
防
政
策
上
の
最
大
の
関
心
事
項
は
ソ
連
の
脅
威
に
由
来
す
る
諸
問
題
、
す
な
わ
ち

「
北
方
問
題
」
に
あ
っ
た
。
軍
事
的
に
は
、
日
満
国
防
上
の
懸
念
、
そ
し
て
満
蒙
・
中
国
大
陸
に
お
け
る
日
本
の
権
益
が
ソ
連
に
よ
っ
て

侵
害
さ
れ
る
こ
と
へ
の
懸
念
で
あ
る
。
政
治
的
に
は
国
際
共
産
主
義
の
拡
大
・
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
赤
化
浸
透
に
対
す
る
懸
念
で
あ
る
。

こ
う
し
た
陸
軍
の
対
ソ
脅
威
認
識
は
、「
日
ソ
必
戦
」
論
に
つ
な
が
っ
た
。
こ
れ
は
、
日
ソ
戦
争
の
発
生
は
必
至
で
あ
り
、
対
ソ
戦
争
の

遂
行
に
よ
っ
て
の
み
「
北
方
問
題
」
の
解
決
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

　

満
洲
事
変
か
ら
日
中
戦
争
に
至
る
陸
軍
の
大
陸
進
出
政
策
は
、
こ
う
し
た
認
識
と
密
接
な
関
連
を
も
っ
て
い
た
。
日
中
戦
争
は
、
発
生

当
初
に
「
対
ソ
前
哨
戦
」
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
、
軍
事
作
戦
の
一
部
は
、
将
来
の
対
ソ
戦
争
を
有
利
な
ら
し
め
る
観
点
か
ら
、

実
際
に
航
空
基
地
の
確
保
な
ど
が
行
わ
れ（
1
）た。
当
該
期
を
通
じ
た
、
ソ
連
の
対
日
軍
備
の
さ
ら
な
る
増
強
、
ソ
連
に
よ
る
日
中
戦
争
へ
の

武
力
介
入
の
可
能
性
の
増
大
、
そ
し
て
援
蔣
を
通
じ
た
ソ
連
の
中
国
に
お
け
る
影
響
力
の
拡
大
は
、
日
本
の
対
ソ
脅
威
認
識
を
一
層
強
い

も
の
に
し
た
。
陸
軍
に
と
り
、
対
ソ
軍
備
充
実
の
必
要
性
は
、
日
中
戦
争
の
発
生
・
長
期
化
に
よ
っ
て
強
ま
り
こ
そ
し
た
が
、
決
し
て
弱

ま
る
こ
と
は
な
か
っ（
2
）た。

　

一
九
三
九
年
秋
期
の
独
ソ
不
可
侵
条
約
の
成
立
、
第
二
次
欧
州
大
戦
の
発
生
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
の
停
戦
と
い
う
一
連
の
対
外
情
勢
変

動
を
受
け
て
も
、
な
お
陸
軍
の
基
本
路
線
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
に
よ
っ
て
、
陸
軍
の
対
ソ
脅
威
認
識
は
さ
ら
に
高

ま
っ
た
。
結
果
と
し
て
対
ソ
軍
備
の
充
実
強
化
が
一
層
急
務
と
さ
れ
、「
北
方
問
題
」
が
陸
軍
の
対
外
・
国
防
政
策
を
大
き
く
規
定
し
続

け
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
一
九
四
〇
年
五
月
以
降
の
ド
イ
ツ
西
方
攻
勢
の
結
果
、
欧
州
戦
線
に
お
け
る
ド
イ
ツ
優
位
の
状
況
が
出
現
す
る
と
、
陸
軍
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部
内
で
は
、
従
来
と
大
き
く
異
な
る
対
外
戦
略
が
浮
上
す
る
。
す
な
わ
ち
、
欧
州
大
戦
不
介
入
方
針
か
ら
の
脱
却
、
独
伊
と
の
「
提
携
強

化
」、
武
力
行
使
を
念
頭
に
お
い
た
積
極
的
「
南
進
」
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
、「
南
進
」
政
策
断
行
の
た
め
「
北
方

の
安
全
」
確
保
が
要
請
さ
れ
、
そ
の
方
途
と
し
て
ソ
連
に
対
す
る
「
飛
躍
的
」
国
交
調
整
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
と
き
陸
軍
は
、
従
来
の

「
対
『
ソ
』
折
衝
ノ
観
念
ヲ
一
掃
」
し
て
ソ
連
と
「
不
可
侵
条
約
等
」
を
締
結
し
、「
対
ソ
安
全
感
」
を
確
保
す
る
こ
と
を
対
外
戦
略
構
想

に
盛
り
込
ん（
3
）だ。

い
う
ま
で
も
な
く
、「
北
方
問
題
の
処
理
」
す
な
わ
ち
対
ソ
戦
争
を
志
向
す
る
「
北
進
」
の
観
念
は
そ
こ
で
捨
て
去
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
構
想
は
一
九
四
〇
年
七
月
に
「
世
界
情
勢
ノ
推
移
ニ
伴
フ
時
局
処
理
要
綱
」（
以
下
、「
時
局
処
理
要

綱
」
と
表
記
）
と
し
て
国
策
化
さ
れ（
4
）る。

そ
こ
で
規
定
さ
れ
た
対
ソ
方
針
は
、
第
二
次
近
衛
文
麿
内
閣
・
松
岡
洋
右
外
相
に
よ
っ
て
、
一

九
四
一
年
四
月
の
日
ソ
中
立
条
約
の
締
結
に
結
実
す
る
。

　

以
上
の
点
よ
り
、
先
行
研
究
は
「
時
局
処
理
要
綱
」
の
形
成
と
そ
の
後
の
日
本
の
対
外
戦（
5
）略を

「
北
守
南
進
」
の
形
成
過
程
と
し
て
把

握
し
て
き（
6
）た。
陸
軍
は
対
南
方
武
力
行
使
を
念
頭
に
、
対
ソ
飛
躍
的
国
交
調
整
に
よ
る
「
対
ソ
安
全
」
の
確
保
を
希
求
し
、
爾
後
の
日
本

の
対
ソ
方
針
は
「
北
守
」
に
徹
し
て
い
た
と
説
明
さ
れ
た
。
日
ソ
中
立
条
約
を
め
ぐ
る
先
行
研
究
は
、
同
条
約
を
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
以
降

の
日
ソ
関
係
改
善
と
対
ソ
宥
和
政
策
の
帰
結
で
あ
る
と
み
な
し
て
き（
7
）た。
陸
軍
は
こ
こ
に
従
来
の
対
ソ
戦
略
を
改
め
、「
北
進
」
の
中
心

的
推
進
主
体
か
ら
「
南
進
」
の
そ
れ
へ
と
変
化
し
た
、
と
指
摘
さ
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
、「
南
進
」
の
展
開
に
注
目
す
る
あ
ま
り
「
北
守
」
と
さ
れ
た
対
ソ
方
針
の
実
相
に
対
す
る
検
討

を
充
分
に
行
っ
て
き
た
と
は
い
い
難（
8
）い。
日
米
開
戦
の
直
接
的
要
因
で
あ
る
「
南
進
」
を
め
ぐ
る
研
究
は
豊
富
な
蓄
積
を
も
ち
、
そ
の
全

体
像
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
他
方
で
、
当
該
期
の
対
ソ
戦
略
は
「
南
進
」
の
前
提
と
し
て
の
「
北
守
」
と
い
う
状
況
と
し
て
観
察
さ
れ

る
に
留
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
見
方
は
、
ソ
連
の
脅
威
に
由
来
す
る
「
北
方
問
題
」
が
陸
軍
に
と
り
も
っ
と
も
重
要
な
懸
念
事
項
の
一

つ
で
あ
り
、
か
つ
、
日
本
の
対
外
戦
略
全
体
の
形
成
に
お
い
て
ソ
連
要
因
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
と
い
う
事
実
を
見
逃
し
て
し
ま

う
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
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当
該
期
の
日
本
陸
軍
の
認
識
・
政
策
の
中
で
「
北
方
問
題
」
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
か
。「
北
方
問
題
」
は
陸
軍
の
対
外

戦
略
を
い
か
に
規
定
し
て
い
た
の
か
。
本
稿
の
目
的
は
、
こ
の
課
題
に
取
り
組
み
、
従
来
「
北
守
南
進
」
と
し
て
描
か
れ
て
き
た
陸
軍
の

対
外
戦
略
の
実
相
を
再
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
次
に
挙
げ
る
二
つ
の
作
業
を
伴
う
。

　

第
一
に
、「
時
局
処
理
要
綱
」
の
形
成
過
程
を
扱
っ
た
先
行
研
究
は
、
陸
軍
が
積
極
的
「
南
進
」
を
志
向
し
て
い
く
過
程
を
解
明
す
る

こ
と
に
力
点
を
お
い
て
き
た
一
方
で
、「
北
守
」
と
形
容
さ
れ
る
対
ソ
方
針
を
陸
軍
が
盛
り
込
ん
だ
経
緯
に
つ
い
て
は
充
分
に
明
ら
か
に

し
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
対
ソ
方
針
に
焦
点
を
あ
て
て
、「
時
局
処
理
要
綱
」
の
策
定
過
程
を
再
検
討
す
る
こ
と
が
本
稿
の
一
つ
め

の
作
業
と
な
る
。
こ
れ
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
通
説
的
諒
解
が
示
す
、「
時
局
処
理
要
綱
」
に
お
け
る
陸
軍
の
対
外
戦
略
の
「
転
換
」
な

る
も
の
を
再
検
討
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

　

第
二
に
、
従
来
の
理
解
で
は
、
日
ソ
中
立
条
約
に
よ
っ
て
、
日
本
は
「
北
方
の
安
全
」
を
確
保
し
、
積
極
的
「
南
進
」
政
策
を
断
行
す

る
前
提
条
件
の
一
つ
を
獲
得
し
た
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
そ
の
直
後
、
陸
軍
部
内
に
は
、
今
回
の
条
約
成
立
に
か
か
わ
ら
ず
「
我
対

『
ソ
』
戦
備
充
実
既
往
ノ
方
針
ニ
ハ
何
等
ノ
変
化
ナ
キ
」
旨
の
通
達
が
な
さ
れ
て
い（
9
）る。

ま
た
、
条
約
批
准
を
審
議
す
る
枢
密
院
会
議
に

お
い
て
、
東
條
英
機
陸
軍
大
臣
は
「
本
条
約
成
立
ニ
依
リ
直
ニ
対
『
ソ
』
軍
備
ヲ
軽
減
シ
得
ル
モ
ノ
ト
ハ
考
ヘ
ズ
」
と
述
べ
て
い
）
10
（
る
。
参

謀
本
部
で
は
、
田
中
新
一
第
一
部
長
（
作
戦
部
長
）
が
日
ソ
中
立
条
約
の
「
効
果
」
を
否
定
し
、
日
本
の
「
対
北
方
作
戦
準
備
」
は
「
今

回
の
中
立
条
約
に
依
つ
て
一
兵
一
銃
の
軽
減
を
も
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
の
認
識
を
示
し
）
11
（
た
。
同
時
期
の
戦
争
指
導
班
の
記
録

に
は
、
日
ソ
中
立
条
約
の
意
義
を
「
自
主
的
対
『
ソ
』
開
戦
迄
ノ
時
間
ノ
余
裕
ヲ
得
ル
ニ
在
リ
」
と
す
る
認
識
さ
え
み
ら
れ
）
12
（

る
。
実
際
に
、

本
論
で
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
「
時
局
処
理
要
綱
」
の
国
策
化
以
降
、
日
ソ
中
立
条
約
の
成
立
を
経
て
も
な
お
、「
関
特
演
」
発
動
ま
で

の
段
階
で
、
対
ソ
軍
備
の
増
強
は
意
欲
的
に
継
続
さ
れ
た
。
陸
軍
が
ド
イ
ツ
西
方
攻
勢
と
「
時
局
処
理
要
綱
」
に
よ
っ
て
「
北
守
南
進
」

へ
「
転
換
」
し
た
と
す
る
従
来
の
見
方
は
、
そ
の
後
の
対
ソ
「
飛
躍
的
」
国
交
調
整
の
展
開
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
ソ
間
の
条
約
を
ソ
連

に
履
行
・
遵
守
さ
せ
る
た
め
の
軍
事
的
圧
力
、
あ
る
い
は
ソ
連
に
対
日
武
力
行
使
の
間
隙
を
与
え
な
い
た
め
の
防
禦
的
兵
力
を
著
し
く
超
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え
る
、
対
ソ
軍
備
増
強
の
継
続
が
な
さ
れ
た
事
実
と
、
そ
の
理
由
の
ど
ち
ら
も
説
明
で
き
な
い
。
な
ぜ
、
当
該
期
に
お
い
て
、
対
ソ
軍
備

の
増
強
は
意
欲
的
に
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
解
明
す
る
こ
と
が
本
稿
の
二
つ
め
の
作
業
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
右
の
問
題
を
明
ら
か
に
し
、
先
掲
の
課
題
に
何
ら
か
の
回
答
を
提
示
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
当
該
期
を
「
北

守
南
進
」
の
形
成
期
と
し
て
描
い
て
き
た
通
説
的
諒
解
に
修
正
を
施
す
こ
と
を
試
み
る
。
も
と
よ
り
こ
れ
は
、
日
米
開
戦
過
程
に
お
け
る

対
外
戦
略
の
形
成
を
、
ソ
連
要
因
と
い
う
従
来
看
過
さ
れ
て
き
た
側
面
か
ら
明
ら
か
に
す
る
取
り
組
み
の
一
環
で
も
あ
）
13
（

る
。

二　

国
際
情
勢
変
動
と
「
北
方
問
題
」

㈠　

一
九
三
九
年
秋
期
の
対
外
情
勢
変
動

　

本
論
に
入
る
前
に
、
前
史
と
し
て
、
一
九
三
九
年
秋
期
の
一
連
の
対
外
情
勢
変
動
に
伴
う
陸
軍
の
対
応
に
つ
い
て
素
描
し
て
お
き
た
い
。

従
来
、
欧
米
の
研
究
を
中
心
に
、
独
ソ
不
可
侵
条
約
と
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
の
「
敗
北
」
に
よ
っ
て
陸
軍
は
対
ソ
戦
を
あ
き
ら
め
、
南
方
に

目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
説
明
が
通
説
と
な
っ
て
い
）
14
（

た
。
し
か
し
最
近
の
研
究
で
は
、
当
該
期
を
経
て
も
陸
軍
の
基
本
的
な

対
外
戦
略
は
変
わ
ら
ず
に
継
承
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
）
15
（
る
。

　

一
九
三
九
年
八
月
二
三
日
、
独
ソ
不
可
侵
条
約
締
結
を
受
け
た
陸
軍
省
部
は
、
ま
ず
、
従
来
よ
り
希
求
さ
れ
て
い
た
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件

の
早
期
解
決
、
す
な
わ
ち
ソ
連
と
の
戦
時
的
状
態
か
ら
の
脱
却
を
急
い
だ
。
他
方
で
、
ソ
連
の
軍
事
的
脅
威
の
高
ま
り
と
、
従
来
ド
イ
ツ

と
の
協
力
を
前
提
と
し
て
い
た
対
ソ
国
防
の
「
自
力
化
」
を
背
景
に
、
対
ソ
軍
備
増
強
を
急
務
と
し
）
16
（
た
。
九
月
四
日
、
第
二
次
欧
州
大
戦

が
勃
発
す
る
と
、
外
務
省
と
軍
部
は
一
連
の
情
勢
変
動
へ
の
対
応
策
を
策
定
し
た
。
阿
部
信
行
内
閣
は
翌
五
日
、
欧
州
情
勢
不
介
入
の
声

明
を
発
し
た
が
、
こ
れ
は
陸
軍
の
意
向
に
合
致
し
た
も
の
で
も
あ
っ
）
17
（
た
。
陸
軍
省
部
は
、
欧
州
大
戦
に
は
中
立
で
臨
み
、
事
変
処
理
を
強
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化
す
る
と
の
根
本
方
針
を
提
示
し
た
。
対
ソ
政
策
に
つ
い
て
は
「
戦
時
的
緊
張
を
緩
和
」
す
る
こ
と
を
志
向
し
た
。
具
体
的
に
は
、
従
来

の
対
ソ
根
本
方
針
に
変
更
は
な
い
と
断
っ
た
上
で
、
対
ソ
「
国
交
調
整
」
を
行
い
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
に
伴
う
戦
時
的
状
態
か
ら
日
ソ
関
係

を
「
正
常
化
」
す
る
こ
と
に
決
定
し
）
18
（
た
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
当
該
期
に
お
け
る
「
国
交
調
整
」
が
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
の
停
戦
と
、

国
境
問
題
を
中
心
と
す
る
両
国
間
諸
懸
案
の
解
決
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
政
治
的
協
定
の
締
結
を
含
意
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

九
月
一
五
日
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
の
停
戦
協
定
が
成
立
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
陸
軍
省
部
は
対
外
政
策
方
針
と
し
て
、
欧
州
大
戦
不
介

入
と
事
変
処
理
の
強
化
促
進
を
挙
げ
て
い
る
。
対
ソ
関
係
に
つ
い
て
は
、
特
に
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
の
原
因
と
な
っ
た
国
境
問
題
の
解
決
の

た
め
国
境
劃
定
委
員
会
の
設
置
が
提
示
さ
れ
）
19
（
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
と
き
既
に
「
戦
時
的
緊
張
緩
和
」
に
伴
う
日
ソ
関
係
の
「
平
静

化
」
は
「
一
時
的
」
な
も
の
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
、
対
ソ
「
国
交
調
整
」
は
国
境
劃
定
を
中
心
と
す
る
諸
懸
案
解
決
方
式
に
よ
る
こ
と
が

明
確
化
さ
れ
）
20
（
た
。
対
ソ
軍
備
の
増
強
は
従
来
に
ま
し
て
意
欲
的
に
推
進
さ
れ
た
。
関
東
軍
や
対
ソ
特
務
機
関
の
み
な
ら
ず
陸
軍
省
部
に
お

い
て
も
、
対
ソ
軍
備
の
至
急
増
強
の
必
要
性
が
痛
感
さ
れ
た
。
停
戦
直
後
の
極
東
ソ
連
軍
の
急
速
な
増
強
が
こ
れ
に
拍
車
を
か
け
）
21
（

た
。
一

九
三
九
年
一
二
月
の
修
正
軍
備
充
実
計
画
、
お
よ
び
日
中
戦
争
の
状
況
に
鑑
み
こ
れ
に
在
支
兵
力
の
調
整
を
行
っ
た
一
九
四
〇
年
六
月
の

更
改
軍
備
充
実
計
画
は
、
対
ソ
軍
備
増
強
を
骨
幹
と
し
た
。
そ
の
策
定
に
際
し
対
ソ
軍
備
の
増
強
は
陸
軍
省
部
に
お
い
て
何
ら
異
存
の
な

い
事
項
で
あ
り
、
そ
の
是
非
は
議
論
の
俎
上
に
す
ら
あ
が
ら
な
か
っ
）
22
（
た
。

　

一
九
四
〇
年
一
月
に
米
内
光
政
内
閣
が
成
立
し
た
後
も
、
陸
軍
は
欧
州
大
戦
不
介
入
・
事
変
処
理
専
念
方
針
を
維
持
す
る
と
同
時
に
、

上
述
し
た
対
ソ
戦
略
を
継
承
し
た
。
新
内
閣
成
立
に
際
し
、
武
藤
章
軍
務
局
長
は
「
内
外
重
大
の
時
局
に
対
処
す
る
」
た
め
、
長
期
的
な

政
策
と
し
て
「
綜
合
国
策
十
年
計
画
」
の
作
成
を
指
示
し
）
23
（
た
。
岩
畔
豪
雄
（
軍
事
課
長
）、
矢
次
一
夫
（
国
策
研
究
会
）
を
中
心
に
二
月
か

ら
六
月
に
か
け
て
策
定
さ
れ
た
同
計
画
は
、
ド
イ
ツ
西
方
攻
勢
以
前
の
陸
軍
中
央
に
お
け
る
対
外
政
策
構
想
を
如
実
に
示
す
も
の
で
あ
）
24
（

る
。

そ
こ
で
は
、
ま
ず
欧
州
大
戦
不
介
入
方
針
と
、
独
伊
と
の
「
従
来
の
友
好
関
係
」
の
維
持
が
規
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
「
日
蘇
両
国
は
必
戦
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関
係
に
在
る
」
と
「
日
ソ
必
戦
」
論
に
基
づ
く
政
策
体
系
が
表
明
さ
れ
た
。
そ
の
上
で
「
我
対
蘇
必
勝
の
準
備
完
了
」
ま
で
は
「
対
蘇
即

時
決
戦
論
」
を
抑
制
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
国
境
劃
定
な
ど
諸
懸
案
を
解
決
す
る
た
め
の
「
国
交
調
整
」
を
行
う
。
た
だ
し
「
機
熟
し
た
る
場

合
は
適
時
決
戦
」
を
行
い
、
ソ
連
の
軍
事
的
、
思
想
的
脅
威
を
「
取
り
除
く
」
こ
と
を
規
定
し
た
。
同
時
に
、
日
ソ
不
可
侵
条
約
な
ど
の

「
対
蘇
平
和
論
」
に
つ
い
て
抑
制
す
る
こ
と
を
明
示
し
た
。

　

以
上
を
要
す
る
に
、
一
九
三
九
年
秋
期
か
ら
ド
イ
ツ
西
方
攻
勢
前
ま
で
の
陸
軍
は
、
日
ソ
「
必
戦
」
論
に
基
づ
く
対
ソ
戦
略
を
対
外
戦

略
の
軸
に
据
え
、
事
変
処
理
と
対
ソ
軍
備
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

㈡　

ド
イ
ツ
西
方
攻
勢
と
「
時
局
処
理
要
綱
」
の
形
成

　

一
九
四
〇
年
五
月
以
降
の
ド
イ
ツ
西
方
攻
勢
の
結
果
、
欧
州
戦
線
に
お
け
る
ド
イ
ツ
優
位
の
情
況
が
出
現
す
る
と
、
軍
部
は
こ
れ
に
対

応
す
る
新
た
な
対
外
戦
略
の
策
案
を
開
始
し
た
。
こ
の
動
き
は
、
一
九
四
〇
年
七
月
に
「
時
局
処
理
要
綱
」
の
国
策
化
に
結
実
す
る
。
そ

の
主
軸
と
な
っ
た
の
は
、
武
力
行
使
を
念
頭
に
お
い
た
積
極
的
「
南
進
」
政
策
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
支
那
事
変
処
理
の
推
進
に
加
え
、

経
済
的
に
英
米
依
存
か
ら
脱
却
し
、
日
満
支
を
骨
幹
と
し
て
南
洋
方
面
を
一
環
と
す
る
「
自
給
自
足
態
勢
」
を
確
立
す
る
こ
と
が
主
眼
と

さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
①
仏
印
・
ビ
ル
マ
ル
ー
ト
の
援
蔣
遮
断
の
徹
底
、
②
対
仏
印
武
力
行
使
の
検
討
、
③
蘭
印
等
へ
の
経
済
的
進
出

の
強
化
、
が
定
め
ら
れ
た
。
加
え
て
陸
軍
は
、
ド
イ
ツ
の
英
本
土
上
陸
と
英
米
可
分
の
想
定
の
も
と
、
極
東
英
領
攻
略
を
中
心
と
す
る
武

力
行
使
案
を
策
定
し
て
い
た
。
陸
軍
部
内
で
「
時
局
処
理
要
綱
」
策
案
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
参
謀
本
部
第
一
部
（
作
戦
部
）
岡
田
重

一
作
戦
課
長
と
第
二
部
（
情
報
部
）
臼
井
茂
樹
謀
略
課
長
で
あ
っ
）
25
（

た
。

　

ド
イ
ツ
西
方
攻
勢
以
降
、
陸
軍
が
積
極
的
「
南
進
」
を
希
求
し
て
い
く
要
因
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
い
）
26
（
る
。
そ
の
要

点
を
概
括
す
る
と
、
①
ド
イ
ツ
西
方
攻
勢
を
好
機
と
み
な
し
、
仏
・
蘭
の
植
民
地
、
特
に
石
油
等
の
資
源
が
豊
富
な
蘭
印
を
掌
握
し
、
対

米
依
存
か
ら
の
脱
却
を
図
る
、
と
い
う
構
想
が
浮
上
し
た
こ
と
、
②
蘭
印
が
ド
イ
ツ
の
手
に
落
ち
る
前
に
確
保
し
よ
う
と
い
う
「
予
防
的
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南
進
論
」
が
浮
上
し
た
こ
と
、
③
行
き
詰
ま
っ
た
日
中
戦
争
の
解
決
を
、
援
蔣
禁
絶
と
援
蔣
国
家
群
の
分
断
が
期
待
さ
れ
る
武
力
南
進
に

委
ね
る
構
想
が
浮
上
し
た
こ
と
、
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

で
は
、
ソ
連
と
「
飛
躍
的
」
国
交
調
整
を
行
う
と
い
う
方
針
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
「
時
局
処
理
要
綱
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
の
だ

ろ
う
か
。
ま
ず
、
七
月
二
七
日
に
最
終
決
定
さ
れ
た
「
時
局
処
理
要
綱
」
に
お
け
る
対
ソ
方
針
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
本
文
で
は
、

「
先
ツ
対
独
伊
蘇
施
策
ヲ
重
点
ト
シ
特
ニ
速
ニ
独
伊
ト
ノ
政
治
的
結
束
ヲ
強
化
シ
対
蘇
国
交
ノ
飛
躍
的
調
整
ヲ
図
）
27
（

ル
」
と
あ
る
。
補
足
の

「
所
要
事
項
ノ
説
明
」
で
は
、「
対
『
ソ
』
国
交
ノ
飛
躍
的
調
整
ニ
関
シ
テ
ハ
従
来
ノ
対
『
ソ
』
折
衝
ノ
観
念
ヲ
一
掃
シ
、
北
方
安
定
ノ
為

放
胆
ナ
ル
施
策
（
例
ヘ
ハ
不
可
侵
条
約
等
ノ
如
キ
）
ヲ
必
要
ト
ス
ル
見
解
ナ
リ
」
と
さ
れ
）
28
（

た
。
一
九
三
九
年
秋
期
か
ら
ド
イ
ツ
西
方
攻
勢
ま

で
の
陸
軍
の
政
策
文
書
に
出
現
す
る
対
ソ
「
国
交
調
整
」
は
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
の
停
戦
（
戦
時
的
状
態
の
平
静
化
）
と
、
国
境
問
題
を
中

心
と
す
る
諸
懸
案
の
解
決
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
政
治
的
協
定
の
締
結
を
含
意
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
「
時
局
処
理
要
綱
」
で
は
、

武
力
南
進
断
行
に
伴
う
外
交
的
措
置
と
し
て
「
独
伊
ト
ノ
政
治
的
結
束
」
の
強
化
に
加
え
て
対
ソ
「
飛
躍
的

0

0

0

国
交
調
整
﹇
傍
点
筆
者
﹈」

が
盛
り
込
ま
れ
た
。
南
進
政
策
断
行
に
際
し
て
、
ソ
連
に
後
背
を
衝
か
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、「
不
可
侵
条
約
等
ノ
如
キ
」
を
ソ
連

と
締
結
し
、「
対
ソ
安
全
感
」
を
獲
得
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
大
き
な
変
化
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
対
ソ
方
針
は
い
つ
盛
り
込
ま
れ
た
の
か
。「
時
局
処
理
要
綱
」
策
定
の
直
接
の
端
緒
と
な
っ
た
軍
事
課
の
西
浦
進
が
作
成
・

配
布
し
た
「
対
南
方
戦
争
指
導
計
画
案
」（
六
月
一
九
日
頃
）
に
は
、
ソ
連
に
関
す
る
項
目
そ
の
も
の
が
な
）
29
（

い
。
六
月
二
一
日
よ
り
、
参
謀

本
部
作
戦
課
内
で
は
対
南
方
政
策
に
つ
い
て
議
論
が
開
始
さ
れ
た
。
次
い
で
六
月
二
三
日
よ
り
、
省
部
関
係
課
長
・
高
級
課
員
会
議
が
行

わ
れ
、
六
月
二
五
日
に
は
陸
軍
原
案
が
成
立
す
る
（
陸
軍
原
案
は
、
部
長
会
議
と
省
部
首
脳
会
議
で
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
た
め
、
七
月
三
日
の
陸

軍
案
と
同
一
内
容
で
あ
る
）。
七
月
三
日
の
陸
軍
案
に
は
、
既
に
「
先
ツ
対
独
伊
蘇
施
策
ヲ
重
点
ト
シ
対
『
ソ
』
国
交
ノ
飛
躍
的
調
整
ヲ

図
）
30
（

ル
」
と
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
対
ソ
方
針
は
、
第
一
部
作
戦
課
で
は
な
く
、
第
二
部
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
）
31
（

た
。
し
た

が
っ
て
、
第
二
部
が
参
画
し
た
六
月
二
三
〜
二
五
日
の
省
部
関
係
課
長
・
高
級
課
員
会
議
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
対
ソ
方
針
が
盛
り
込
ま
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れ
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
、
陸
軍
が
こ
の
対
ソ
方
針
を
盛
り
込
ん
だ
意
図
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
七
月
四
日
の
陸
海
軍
協
議
で
は
、
陸
軍
側
説
明

に
お
い
て
、
も
っ
と
も
急
進
的
な
武
力
南
進
論
者
で
あ
る
臼
井
第
二
部
謀
略
課
長
が
、
対
ソ
「
飛
躍
的
」
国
交
調
整
に
よ
る
「
対
ソ
安
全

感
獲
得
」
を
武
力
南
進
断
行
の
条
件
と
し
て
提
示
し
て
い
）
32
（
る
。
す
な
わ
ち
、
積
極
的
「
南
進
」
の
た
め
に
は
「
北
方
の
安
全
」
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
手
段
と
し
て
対
ソ
「
飛
躍
的
」
国
交
調
整
を
行
う
。
こ
の
発
想
そ
れ
自
体
は
論
理
整
合
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

れ
に
続
く
作
戦
課
の
説
明
で
岡
田
作
戦
課
長
は
、
本
案
は
「
北
守
南
進
ヲ
意
味
ス
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
」
と
述
べ
、「
日
蘇
ノ
関
係
ハ
宿
命

的
且
不
変
」
で
あ
り
、
ソ
連
を
討
つ
た
め
に
南
方
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
の
が
本
案
の
趣
旨
で
あ
る
と
、
日
ソ
「
必
戦
」
論
を
披
瀝
し
て

い
る
の
で
あ
）
33
（
る
。

　

こ
れ
を
ど
う
解
釈
す
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
第
一
に
、
以
上
の
情
況
は
、
陸
軍
部
内
で
対
ソ
方
針
を
め
ぐ
る
統
一
的
諒
解
が
形
成
さ
れ
て

い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
時
局
処
理
要
綱
」
の
策
案
に
お
け
る
陸
軍
の
重
点
が
、
何
よ
り
も
積
極

的
「
南
進
」
政
策
に
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
積
極
的
「
南
進
」
を
主
張
す
る
陸
軍
幕
僚
に
と
っ
て
、
ド
イ
ツ
西
方
攻
勢
に
乗
じ
て
、

そ
の
方
向
性
を
定
め
て
国
策
ベ
ー
ス
に
の
せ
る
こ
と
が
「
時
局
処
理
要
綱
」
策
定
の
最
大
の
目
的
で
あ
っ
）
34
（
た
。
対
ソ
方
針
を
盛
り
込
む
こ

と
は
第
一
義
的
な
目
的
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
対
ソ
方
針
が
盛
り
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
六
月
二
三
〜
二
五
日
の
省
部
関

係
課
長
・
高
級
課
員
会
議
の
期
間
中
、
岡
田
作
戦
課
長
と
臼
井
謀
略
課
長
は
沢
田
茂
参
謀
次
長
の
南
京
出
張
に
随
行
し
て
お
り
、
二
四
日

以
降
は
不
在
で
あ
る
。「
時
局
処
理
要
綱
」
は
そ
も
そ
も
異
常
な
速
さ
で
策
定
さ
れ
、「
南
進
」
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
も
充
分
な
議
論

と
意
思
統
一
が
な
さ
れ
た
と
は
い
い
難
い
側
面
が
あ
る
が
、
対
ソ
方
針
に
関
し
て
実
質
的
な
審
議
に
割
か
れ
た
時
間
は
そ
れ
以
上
に
少
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
時
局
処
理
要
綱
」
の
対
ソ
方
針
は
充
分
な
議
論
を
経
ず
に
、「
南
進
」
政
策
に
「
後
付
け
」
さ
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

第
二
に
、
作
戦
課
は
「
時
局
処
理
要
綱
」
の
対
ソ
方
針
に
全
面
的
に
同
意
し
た
わ
け
で
も
な
け
れ
ば
、
従
来
の
「
日
ソ
必
戦
」
論
に
基
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づ
く
対
ソ
方
針
を
放
棄
し
た
わ
け
で
も
な
い
。「
北
守
」
が
陸
軍
の
統
一
的
見
解
に
な
っ
た
の
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
陸
軍
の
政
策
決
定

の
枢
要
に
位
置
し
た
作
戦
）
35
（

課
に
と
り
、
積
極
的
「
南
進
」
政
策
の
追
求
は
、「
日
ソ
必
戦
」
論
に
基
づ
く
対
ソ
戦
略
の
後
退
を
伴
う
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
加
え
て
既
に
こ
の
時
点
で
、
陸
軍
は
対
ソ
「
飛
躍
的
」
国
交
調
整
お
よ
び
対
独
提
携
強
化
と
い
う
外
交
的
手
段
に
よ
っ

て
の
み
、「
北
方
の
安
全
」
が
確
保
さ
れ
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
七
月
四
日
の
陸
海
軍
協
議
に
お
け
る
陸
軍
案
の
「
提
案
理
由
」

に
「
対
『
ソ
』
国
交
ノ
画
期
的
刷
新
を
図
り
我
武
備
と
対
独
提
携
の
効
果
と
相
俟
て
北
辺
の
安
定
を
期
す
る
こ
と
必
須
且
前
提
の
要
件
な

り
﹇
傍
線
筆
者
﹈」
と
、「
我
武
備
」
が
対
ソ
安
全
確
保
の
手
段
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
）
36
（
る
。
詳
細
な
軍
備
増
強
の
情
況
に
つ

い
て
は
次
章
で
述
べ
る
が
、
こ
の
と
き
、「
南
進
」
政
策
の
浮
上
に
か
か
わ
ら
ず
、「
対
ソ
作
戦
の
ほ
う
は
対
ソ
作
戦
で
ま
た
準
備
を
ど
ん

ど
ん
進
め
て
い
る
」
情
況
で
あ
っ
）
37
（
た
。

　

な
お
、
陸
軍
案
の
対
ソ
方
針
は
、
海
軍
と
の
協
議
の
中
で
問
題
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。「
南
進
」
の
具
体
的
内
容
を
め
ぐ
っ
て
は
、
英

米
不
可
分
の
認
識
ゆ
え
に
全
面
的
に
賛
同
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
対
ソ
方
針
に
つ
い
て
は
、
伝
統
的
に
日
ソ
親
善
・
対
ソ
関

係
調
整
を
希
求
し
て
い
た
海
軍
に
異
存
は
な
か
っ
た
。
他
方
で
岡
田
作
戦
課
長
の
態
度
は
、
対
ソ
軍
備
を
犠
牲
に
し
て
対
米
戦
備
を
促
進

す
る
こ
と
に
は
陸
軍
は
同
意
し
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
念
を
海
軍
側
に
生
じ
さ
せ
て
い
）
38
（
る
。

　

か
く
し
て
臼
井
と
岡
田
の
対
ソ
方
針
を
め
ぐ
る
認
識
の
相
違
は
調
整
さ
れ
な
い
ま
ま
、「
時
局
処
理
要
綱
」
は
国
策
と
な
る
。
第
二
次

近
衛
内
閣
成
立
時
の
荻
外
荘
会
談
の
四
相
覚
書
に
お
い
て
、「
対
ソ
関
係
ハ
之
ト
日
満
蒙
国
境
不
可
侵
協
定
（
有
効
期
間
五
年
乃
至
十
年
）

ヲ
締
結
シ
且
懸
案
ノ
急
速
解
決
ヲ
図
ル
ト
共
ニ
右
不
可
侵
協
定
有
効
期
間
内
ニ
対
蘇
不
敗
軍
備
ヲ
充
実
ス
﹇）

39
（

傍
線
筆
者
﹈」
と
、
対
ソ
不

可
侵
条
約
の
締
結
と
対
ソ
軍
備
増
強
の
決
意
と
い
う
二
つ
の
方
針
が
併
記
さ
れ
た
の
は
示
唆
的
で
あ
る
。
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三　
「
北
方
問
題
」
を
め
ぐ
る
認
識
と
戦
略

㈠　

対
ソ
脅
威
認
識
の
継
続

　
「
時
局
処
理
要
綱
」
に
お
い
て
、
対
ソ
「
飛
躍
的
」
国
交
調
整
を
軸
と
す
る
対
ソ
方
針
が
盛
り
込
ま
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に

は
、
陸
軍
は
対
ソ
軍
備
増
強
を
意
欲
的
に
継
続
し
て
い
っ
た
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
、
極
東
ソ
連
軍
の
著
し
い
強
化
が
観
察
さ
れ
た
こ
と

で
あ
っ
た
。
当
時
の
参
謀
本
部
は
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
停
戦
以
後
、
極
東
ソ
連
軍
が
精
力
的
に
軍
備
を
強
化
さ
せ
て
お
り
、
特
に
機
械
化

部
隊
・
機
甲
部
隊
が
著
し
く
増
強
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
察
知
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
外
蒙
古
駐
屯
ソ
連
軍
だ
け
で
自
動
車
化
歩
兵
師
団

が
一
個
か
ら
三
個
に
、
機
甲
部
隊
が
一
個
旅
団
か
ら
六
個
旅
団
に
著
し
く
強
化
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
極
東
ソ
連
軍
の
総
兵
員

数
は
、
一
九
三
五
年
末
か
ら
一
九
四
〇
年
末
に
か
け
て
二
四
万
人
か
ら
七
〇
万
人
に
増
加
し
た
と
推
定
さ
れ
た
。
一
九
四
〇
年
末
頃
に
は
、

極
東
ソ
連
軍
の
歩
兵
師
団
数
は
前
年
末
か
ら
二
個
増
設
さ
れ
、
過
去
最
高
の
二
三
個
師
団
に
達
し
た
と
観
察
し
て
い
）
40
（
る
。
ソ
連
の
軍
事
的

脅
威
は
一
層
高
ま
っ
た
と
認
識
さ
れ
、
対
ソ
軍
備
増
強
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
続
け
た
。

　

戦
後
の
ソ
連
側
史
料
に
よ
れ
ば
、
陸
軍
の
推
定
通
り
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
対
日
軍
備
の
増
強
が
意
欲
的
に
推
進
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か
）
41
（

る
。
ソ
連
側
は
、
日
本
が
一
九
四
〇
年
末
ま
で
に
関
東
軍
兵
力
を
前
年
度
よ
り
「
倍
増
」
し
、
極
東
の
ソ
連
国
境
に
陸
上
兵
力
の

三
〇
％
以
上
を
集
結
さ
せ
た
と
観
察
し
た
。
折
し
も
第
二
次
世
界
大
戦
の
発
生
に
際
し
、
ソ
連
政
府
は
極
東
の
軍
事
力
強
化
に
「
よ
り
一

層
の
注
意
」
を
払
う
よ
う
に
な
っ
た
。「
日
本
に
よ
る
侵
略
と
い
う
現
実
的
な
危
険
性
を
考
慮
」
し
、
ソ
連
軍
は
陸
上
兵
力
の
う
ち
極
東

配
置
部
隊
の
定
員
を
前
年
度
よ
り
二
〇
・
四
％
拡
充
し
た
。
ま
た
、
一
九
四
〇
年
七
月
一
日
ま
で
に
第
一
・
第
二
赤
旗
軍
と
北
部
軍
集
団

に
加
え
て
第
一
五
軍
が
投
入
さ
れ
た
。
結
果
と
し
て
、
独
ソ
戦
発
生
直
前
（
一
九
四
一
年
六
月
）
の
極
東
ソ
連
軍
の
陸
上
兵
力
は
、
歩
兵

師
団
二
三
、
騎
兵
師
団
一
、
戦
車
師
団
八
、
飛
行
師
団
一
三
、
総
兵
員
数
七
〇
万
三
七
一
四
名
に
の
ぼ
っ
た
。
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ソ
連
の
軍
事
的
脅
威
の
さ
ら
な
る
高
ま
り
は
、

「
時
局
処
理
要
綱
」
の
国
策
化
以
降
も
、
対
ソ

「
飛
躍
的
」
国
交
調
整
に
よ
る
「
北
方
の
安
全
」

確
保
と
い
う
構
想
の
実
現
可
能
性
に
対
す
る
陸
軍

の
疑
念
を
一
層
強
い
も
の
に
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
「
日
ソ
必
戦
」
論
を
補
強
し
た
。
た
と
え
ば
東

條
陸
相
は
、
三
国
同
盟
の
条
約
批
准
を
審
議
す
る

枢
密
院
に
お
い
て
、「
対
ソ
関
係
に
於
て
独
が
我

方
に
与
へ
得
べ
き
援
助
は
主
と
し
て
ソ
連
を
牽
制

す
る
に
あ
り
」
と
ド
イ
ツ
に
よ
る
対
ソ
牽
制
を
強

く
求
め
た
た
め
、
列
席
者
に
「
ソ
連
に
対
抗
す
る

の
気
分
を
脱
せ
ず
」
と
観
察
さ
れ
て
い
）
43
（
る
。
さ
ら

に
一
九
四
一
年
一
月
三
一
日
の
貴
族
院
秘
密
会
に

お
い
て
東
條
は
、
ソ
連
の
軍
備
情
況
を
説
明
す
る

中
で
ソ
連
を
「
仮
想
敵
」
と
明
言
し
、
そ
の
極
東

軍
事
力
の
著
し
い
増
強
傾
向
を
指
摘
し
て
い
）
44
（

る
。

そ
こ
で
東
條
は
、
当
面
、
ソ
連
は
自
ら
事
を
構
え

る
こ
と
は
避
け
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

「
苟
も
其
処
に
乗
ず
べ
き
弱
点
と
好
機
と
を
発
見

表　極東における日ソ軍備状
（42）

況

歩兵師団 戦車（両） 飛行機（機）

日本 ソ連 日本 ソ連 日本 ソ連

1931年  3個師団  6個師団 ― ― ― ―

1932年  6個師団  8個師団  50  250  100  200

1933年  5個師団  9個師団 100  350  130  350

1934年  5個師団 11個師団 120  650  130  500

1935年  5個師団 14個師団 150 800-900  220  950

1936年  5個師団 16個師団 150 1200  230 1200

1937年  7個師団 20個師団 150 1500  250 1500

1938年  9個師団 24個師団 170 2000  340 1900

1939年 11個師団 30個師団 200 2500  560 2500

1940年 13個師団 32個師団 450 2700  720 2800

1941年 14（+1）
個師団 23個師団 600 1000 1025 1000

1942年 16個師団 20個師団 675 1000  750 1000

1943年 17個師団 19個師団 ― 1000 ― 1100

1944年 12個師団 19個師団 ― 1000 ― 1500

1945年 26個師団 45個師団 160 4500  150 6500
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し
た
な
ら
ば
、
其
処
に
収
ま
る
べ
き
実
力
は
着
々
之
を
収
穫
し
て
い
く
と
云
ふ
行
動
に
出
て
来
る
」
と
対
ソ
不
信
を
露
わ
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
た
と
え
日
ソ
交
渉
が
成
功
し
て
も
「
援
蔣
行
為
の
継
続
は
間
違
ひ
な
い
」
と
対
ソ
不
可
侵
条
約
に
求
め
ら
れ
た
「
効
果
」
の
一
つ

に
疑
義
を
呈
し
て
い
）
45
（
る
。
折
し
も
一
九
四
〇
年
一
〇
月
に
、「
北
方
問
題
の
処
理
」
を
重
視
す
る
田
中
新
一
が
参
謀
本
部
第
一
部
長
に
就

任
し
た
こ
と
で
、
こ
う
し
た
傾
向
に
拍
車
が
か
か
る
こ
と
に
な
る
。

㈡　

松
岡
外
交
の
展
開
と
陸
軍
の
対
応

　

と
こ
ろ
で
、「
時
局
処
理
要
綱
」
で
規
定
さ
れ
た
対
ソ
方
針
は
、
軍
部
の
手
を
離
れ
松
岡
外
相
の
も
と
で
推
進
さ
れ
て
い
っ
た
。
本
節

で
は
、
松
岡
に
よ
る
対
ソ
「
飛
躍
的
」
国
交
調
整
の
展
開
を
め
ぐ
る
陸
軍
の
認
識
と
対
応
を
中
心
に
み
て
い
き
た
い
。
な
お
、
以
下
で
対

ソ
「
国
交
調
整
」
と
い
う
場
合
、「
時
局
処
理
要
綱
」
に
規
定
さ
れ
た
「
飛
躍
的
国
交
調
整
」
を
意
味
す
る
も
の
と
す
る
。

　

松
岡
の
外
交
的
意
図
に
つ
い
て
は
未
だ
に
議
論
が
続
い
て
い
る
が
、
多
く
の
先
行
研
究
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
骨
幹
と
な
っ

た
の
は
日
米
戦
争
回
避
を
中
心
と
す
る
外
交
戦
略
で
あ
っ
）
46
（

た
。
ま
ず
三
国
同
盟
を
締
結
し
、
そ
の
圧
力
を
背
景
に
、（
場
合
に
よ
っ
て
は
ド

イ
ツ
の
仲
介
を
得
て
）
対
ソ
国
交
調
整
を
行
う
。
そ
し
て
、
三
国
同
盟
と
日
ソ
間
の
新
条
約
に
よ
っ
て
日
本
の
対
米
立
場
を
強
化
し
対
米

国
交
調
整
に
臨
む
こ
と
で
、
米
国
の
東
ア
ジ
ア
に
対
す
る
干
渉
を
緩
和
し
、
中
国
問
題
の
根
本
的
解
決
を
図
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で

あ
っ
）
47
（

た
。「
時
局
処
理
要
綱
」
の
対
ソ
国
交
調
整
で
軍
部
が
武
力
南
進
断
行
時
の
「
北
方
の
安
全
」
確
保
（
ソ
連
の
軍
事
的
脅
威
の
緩
和
）

を
主
に
求
め
た
の
に
対
し
て
、
松
岡
が
重
視
し
た
の
は
、
三
国
同
盟
と
連
繫
さ
せ
て
日
本
の
対
米
立
場
を
強
化
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
松

岡
に
と
り
、
対
ソ
国
交
調
整
は
対
米
交
渉
力
を
強
化
す
る
た
め
の
あ
く
ま
で
一
つ
の
手
段
に
過
ぎ
な
か
っ
）
48
（

た
。

　

松
岡
は
以
上
の
よ
う
な
構
想
に
基
づ
き
、
ま
ず
三
国
同
盟
の
締
結
を
目
指
し
た
。
三
国
同
盟
の
推
進
に
つ
い
て
は
陸
軍
部
内
も
一
致
し

て
希
望
す
る
も
の
で
あ
っ
）
49
（

た
。
一
九
四
〇
年
九
月
に
三
国
同
盟
が
締
結
さ
れ
る
と
、
外
務
省
は
対
ソ
国
交
調
整
を
本
格
的
に
始
動
さ
せ
）
50
（

た
。

こ
れ
以
降
、
日
ソ
中
立
条
約
締
結
ま
で
に
、
陸
軍
が
主
導
し
て
本
問
題
の
具
体
的
方
針
を
策
定
す
る
こ
と
は
な
く
、
外
務
省
へ
の
意
思
表
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示
も
多
く
な
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
陸
軍
は
主
に
外
務
省
の
要
請
に
応
じ
て
、
対
ソ
国
交
調
整
に
意
見
を
開
陳
し
た
。
一
〇
月
三
日
、
対
ソ
国
交
調
整
に

関
し
て
陸
海
外
三
省
事
務
当
局
協
議
が
開
か
れ
た
。
既
に
省
内
議
論
を
進
め
て
い
た
外
務
省
事
務
当
局
は
、
東
亜
局
長
が
中
心
に
な
っ
て

立
案
し
た
「
日
蘇
国
交
調
整
要
綱
案
（
試
案
）」
を
外
務
省
案
と
し
て
陸
海
軍
と
の
協
議
に
か
け
）
51
（
た
。
陸
軍
か
ら
は
高
山
彦
一
中
佐
（
軍

務
課
外
交
班
長
）
が
出
席
し
た
。
外
務
省
側
の
試
案
は
、
不
可
侵
条
約
の
締
結
を
主
眼
と
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
①
締
約
国
は
相
互
に
領

土
・
主
権
を
尊
重
し
侵
略
を
行
わ
な
い
義
務
を
負
う
、
②
締
約
国
の
一
方
が
攻
撃
を
受
け
た
場
合
に
は
中
立
を
維
持
す
る
、
③
互
い
に
締

約
国
の
一
方
を
敵
対
目
標
と
す
る
国
家
群
に
参
加
し
な
い
、
④
ソ
連
は
満
洲
国
を
承
認
し
、
日
本
は
最
近
ソ
連
が
欧
州
で
形
成
し
た
既
成

事
実
を
承
認
す
る
、
⑤
ソ
連
は
日
本
が
将
来
南
方
に
進
出
す
る
こ
と
を
承
認
し
、
日
本
は
ソ
連
が
中
央
ア
ジ
ア
方
面
に
進
出
す
る
こ
と
を

容
認
す
る
、
⑥
北
樺
太
・
沿
海
州
に
つ
い
て
は
、
将
来
適
当
な
時
期
に
平
和
裏
に
（
買
収
・
土
地
交
換
）
日
本
側
の
勢
力
範
囲
内
に
入
る

こ
と
を
予
期
し
、
非
武
装
地
帯
設
定
も
期
す
、
な
ど
で
あ
る
。

　

①
〜
③
の
不
可
侵
条
約
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
特
に
異
論
は
出
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
東
亜
局
案
は
外
務
省
革
新
派
の
主
張
が
強
く
反

映
さ
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
④
〜
⑥
は
急
進
的
な
対
ソ
「
提
携
」
論
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら
の
条
項
に
つ
い
て
、
陸
海
軍
か
ら

対
ソ
接
近
の
程
度
が
あ
ま
り
に
強
す
ぎ
る
と
批
判
が
な
さ
れ
た
（
④
と
⑥
は
全
面
削
除
で
一
致
）。
ま
た
、
外
務
省
側
は
、
対
ソ
国
交
調
整

を
通
じ
て
、
ソ
連
に
援
蔣
行
為
の
停
止
を
要
請
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
た
が
、
陸
軍
は
実
現
不
可
能
で
あ
る
と
し
て
、
当
該
条
項
の
削

除
を
提
案
し
て
い
る
。
以
上
の
陸
軍
の
態
度
は
、
不
可
侵
条
約
と
い
う
方
式
に
は
異
存
が
な
い
も
の
の
、
対
ソ
接
近
の
程
度
に
お
い
て
、

外
務
省
事
務
当
局
よ
り
慎
重
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
協
議
を
踏
ま
え
て
作
成
さ
れ
た
事
務
当
局
案
は
松
岡
外
相
・
大
橋
忠
一
次
官
に
採
用
さ
れ
）
52
（
ず
、
松
岡
は
別
個
に
作
成
し

た
方
針
に
基
づ
き
対
ソ
国
交
調
整
を
進
め
）
53
（

た
。
松
岡
が
主
導
し
て
策
案
し
、
一
〇
月
三
〇
日
に
建
川
美
次
駐
ソ
大
使
が
ヴ
ャ
チ
ェ
ス
ラ

フ
・
モ
ロ
ト
フ
（В

ячеслав М
ихайлович М

олотов

）
ソ
連
外
相
に
手
交
し
た
不
可
侵
条
約
案
の
骨
子
は
以
下
の
通
り
で
あ
）
54
（
る
。
①
締
約
国
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は
相
互
に
領
土
権
を
尊
重
し
、
他
方
に
対
し
て
単
独
も
し
く
は
第
三
国
と
協
同
し
て
い
か
な
る
侵
略
行
為
を
も
行
わ
な
い
、
②
両
国
の
一

方
が
第
三
国
の
軍
事
行
動
の
対
象
と
な
る
場
合
、
締
約
国
の
他
方
は
い
か
な
る
形
式
に
お
い
て
も
、
そ
の
第
三
国
を
支
持
し
な
い
、
③
締

約
国
の
い
ず
れ
の
一
方
も
、
他
方
に
直
接
・
間
接
に
対
抗
す
る
国
家
群
に
参
加
し
な
い
、
④
両
国
間
に
何
ら
か
の
係
争
ま
た
は
紛
争
が
発

生
し
た
場
合
、
友
好
的
な
意
見
の
交
換
ま
た
は
紛
争
処
理
委
員
会
の
設
置
に
よ
っ
て
専
ら
平
和
的
に
解
決
さ
れ
る
。
日
本
側
か
ら
み
た
具

体
的
内
容
は
、
①
は
相
互
不
可
侵
、
②
は
援
蔣
行
為
の
停
止
要
請
、
③
は
ソ
連
が
英
米
側
に
与
し
な
い
こ
と
の
要
請
、
④
は
国
境
紛
争
の

拡
大
の
防
止
、
で
あ
る
。
事
務
当
局
案
よ
り
も
対
ソ
接
近
の
程
度
を
弱
め
た
、
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
ソ
連
側
は
日
本
側
の
不
可
侵
条
約
案
を
受
け
入
れ
ず
、
一
一
月
一
八
日
に
は
、
日
本
が
日
ソ
基
本
条
約
に
基
づ
き
有
す
る

北
樺
太
利
権
（
石
油
・
石
炭
）
の
解
消
を
条
件
と
す
る
中
立
条
約
案
を
逆
提
案
し
て
き
た
の
で
あ
）
55
（
る
。
松
岡
は
独
自
判
断
で
す
ぐ
返
電
し
、

二
一
日
、
建
川
大
使
は
こ
れ
に
基
づ
き
、
中
立
条
約
は
検
討
に
値
す
る
も
の
の
利
権
解
消
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
旨
を
伝
え
）
56
（

た
。
同
時
に
、

北
樺
太
を
日
本
に
売
却
す
る
よ
う
提
案
し
た
。
モ
ロ
ト
フ
は
こ
れ
を
一
蹴
し
、
日
ソ
交
渉
は
完
全
に
停
滞
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
陸
軍
が
協
議
に
参
加
し
た
事
務
当
局
案
が
松
岡
に
採
用
さ
れ
ず
、
一
一
月
二
一
日
の
松
岡
の
返
電
も
軍
部
に
意
見
を
諮
ら

ず
に
行
わ
れ
た
よ
う
に
、
対
ソ
交
渉
は
一
貫
し
て
外
務
省
上
層
部
主
導
で
行
わ
れ
た
。
折
し
も
こ
の
頃
、
陸
軍
に
お
い
て
、
対
ソ
国
交
調

整
に
よ
っ
て
も
、「
北
方
の
安
全
」
を
確
保
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
見
方
が
一
層
強
く
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
新
た
に
参
謀
本

部
第
一
部
長
に
就
任
し
た
田
中
の
影
響
が
大
き
い
。
た
と
え
ば
対
ソ
交
渉
が
本
格
化
し
て
い
く
中
で
、
田
中
は
対
ソ
軍
備
増
強
の
必
要
性

を
主
張
）
57
（

し
、
仮
に
対
ソ
国
交
調
整
が
成
功
し
た
と
し
て
も
「
之
に
よ
つ
て
北
方
安
全
感
を
急
激
に
増
大
す
る
も
の
に
非
ず
、
依
然
計
画
、

戦
備
を
必
要
と
す
」
と
述
べ
て
い
）
58
（

る
。

　

ソ
連
が
逆
提
案
し
て
き
た
中
立
条
約
案
は
「
一
九
日
発
建
川
電
」
と
し
て
数
日
遅
れ
て
軍
部
に
通
達
さ
れ
、
陸
軍
で
は
対
応
を
め
ぐ
る

議
論
が
行
わ
れ
）
59
（

た
。
参
謀
本
部
第
二
部
や
、
急
進
的
な
武
力
南
進
論
者
の
土
居
明
夫
作
戦
課
長
（
九
月
二
八
日
に
着
任
）
は
、
利
権
を
無

償
譲
渡
し
日
ソ
国
交
調
整
を
行
う
べ
き
だ
と
主
張
し
た
も
の
の
、
陸
軍
部
内
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
）
60
（
た
。
最
終
的
に
一
二
月
一
二
日
、
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松
岡
と
陸
海
軍
は
ソ
連
提
案
の
利
権
代
償
に
よ
る
国
交
調
整
は
不
可
と
の
意
見
に
一
致
し
）
61
（
た
。
以
降
の
陸
軍
に
お
い
て
、
代
償
に
か
か
わ

ら
ず
対
ソ
条
約
の
成
立
に
意
欲
的
な
の
は
、
主
に
参
謀
本
部
第
二
部
で
あ
っ
）
62
（

た
。

　

さ
て
、
日
ソ
交
渉
の
停
滞
を
打
破
す
べ
く
、
松
岡
は
訪
欧
し
自
ら
交
渉
に
あ
た
る
こ
と
に
決
し
、
そ
れ
を
前
提
に
「
対
独
伊
『
ソ
』
交

渉
要
綱
案
」
を
作
成
し
）
63
（
た
。
こ
れ
は
「
リ
ッ
ベ
ン
ト
ロ
ッ
プ
腹
案
」
を
ソ
連
に
受
諾
さ
せ
、
英
国
打
倒
に
つ
い
て
ソ
連
を
日
独
伊
に
「
同

調
」
さ
せ
る
と
と
も
に
、
日
ソ
国
交
調
整
を
行
う
、
と
い
う
方
針
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。「
リ
ッ
ベ
ン
ト
ロ
ッ
プ
腹
案
」
は
、
四
国
協

商
構
想
に
近
い
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
）
64
（
た
。
利
権
問
題
に
つ
い
て
は
、
①
ド
イ
ツ
の
仲
介
で
北
樺
太
を
買
収
す
る
、
②
ソ
連
が
同
意
し

な
い
場
合
は
、
有
償
で
北
樺
太
利
権
を
ソ
連
に
譲
渡
し
、
五
年
間
に
二
五
〇
万
ト
ン
の
石
油
を
買
い
取
る
と
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
有
償
譲

渡
な
ら
可
と
し
た
の
で
あ
）
65
（
る
。

　

最
終
的
に
、
陸
海
軍
は
対
ソ
交
渉
の
条
件
に
つ
い
て
は
異
論
を
提
示
せ
ず
、
ほ
ぼ
原
案
通
り
に
連
絡
懇
談
会
決
定
を
得
た
。
陸
軍
と
し

て
は
、
利
権
の
無
償
譲
渡
で
な
い
の
な
ら
ば
、
こ
の
対
ソ
交
渉
方
針
に
反
対
す
る
理
由
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
当
該
期
の
陸
軍
は
、
対

ソ
国
交
調
整
の
成
立
に
積
極
的
「
南
進
」
の
た
め
の
「
北
方
の
安
全
」
確
保
と
は
異
な
る
意
義
を
見
い
だ
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
事
変
処
理
と
の
関
係
で
あ
っ
た
。
一
九
四
〇
年
一
〇
月
に
は
、
桐
工
作
の
挫
折
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
）
66
（
た
。
そ
こ
で
陸
軍
は
、「
大

持
久
戦
へ
の
移
行
」
を
念
頭
に
入
れ
た
新
た
な
日
中
戦
争
対
策
を
策
案
し
、
一
〇
月
二
三
日
に
は
「
支
那
事
変
処
理
要
綱
（
陸
軍
案
）」

を
部
内
決
定
す
る
。
そ
の
内
容
は
、
①
汪
蔣
合
作
を
前
提
と
す
る
日
支
和
平
交
渉
を
行
う
、
②
一
九
四
〇
年
末
に
至
っ
て
も
和
平
が
実
現

し
な
い
場
合
に
は
「
長
期
武
力
戦
態
勢
」
に
移
行
し
て
、
あ
く
ま
で
重
慶
政
権
（
蔣
介
石
政
権
）
の
屈
服
を
目
指
す
、
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
は
「
英
米
援
蔣
行
為
ノ
禁
絶
」
が
規
定
さ
れ
る
一
方
で
、
外
務
省
が
期
待
し
て
い
た
「
ソ
連
に
援
蔣
行
為
の
停
止
を
要
請
す

る
」
と
い
う
文
言
は
存
在
し
な
い
。
事
変
処
理
と
対
ソ
国
交
調
整
の
関
係
は
、
日
ソ
間
の
新
条
約
に
よ
っ
て
、
ソ
連
に
政
治
的
・
軍
事
的

に
依
存
し
て
い
る
重
慶
政
権
に
間
接
的
な
圧
力
を
与
え
る
も
の
と
説
明
さ
れ
）
67
（

た
。
田
中
第
一
部
長
を
は
じ
め
、
対
ソ
国
交
調
整
に
よ
る

「
北
方
の
安
全
」
確
保
の
実
現
可
能
性
に
懐
疑
的
な
陸
軍
が
、
対
ソ
条
約
の
成
立
に
何
ら
か
の
実
質
的
な
意
義
を
見
い
だ
す
と
し
た
ら
、
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日
ソ
間
の
新
条
約
の
成
立
に
よ
る
「
間
接
的
対
支
圧
力
」
で
あ
っ
た
。
対
ソ
国
交
調
整
は
、「
北
守
南
進
」
態
勢
を
整
備
す
る
方
途
と
し

て
で
は
な
く
、
重
慶
政
権
屈
服
の
た
め
の
政
略
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
利
権
に
つ
い
て
無
償
譲
渡

で
は
な
い
以
上
、
陸
軍
は
松
岡
訪
欧
を
阻
止
す
る
理
由
も
必
要
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
陸
軍
は
「
リ
ッ
ベ
ン
ト
ロ
ッ
プ
腹

案
」
を
ソ
連
に
受
諾
さ
せ
る
方
針
に
つ
い
て
は
懐
疑
的
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
杉
山
元
参
謀
総
長
は
、
独
ソ
の
結
合
を
過
大
視
し
て
い
る
、

と
松
岡
を
批
判
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の
陸
軍
が
独
ソ
関
係
の
展
望
を
松
岡
ほ
ど
楽
観
視
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は

な
）
68
（
い
。

　

三
月
上
旬
、
松
岡
は
訪
欧
の
途
に
つ
い
た
。
松
岡
は
ヨ
シ
フ
・
ス
タ
ー
リ
ン
（И

осиф В
иссарионович Сталин

）
と
直
接
交
渉
を
行
い
、

帰
路
で
、
締
約
国
の
一
方
が
「
一
又
ハ
二
以
上
ノ
第
三
国
ヨ
リ
ノ
軍
事
行
動
ノ
対
象
ト
為
ル
場
合
」
中
立
を
守
る
こ
と
を
約
し
た
「
中
立

条
約
」
方
式
で
調
印
を
実
現
し
た
。
北
樺
太
利
権
問
題
は
、
松
岡
・
ス
タ
ー
リ
ン
会
談
で
「
日
本
側
が
数
ヶ
月
以
内
に
売
却
」
す
る
こ
と

を
諒
解
事
項
と
し
て
先
送
り
と
な
っ
た
。

㈢　
《
南
方
処
理
重
視
論
》
と
《
北
方
処
理
重
視
論
》

　

一
九
四
〇
年
一
〇
月
よ
り
日
ソ
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
も
の
の
、
陸
軍
は
対
ソ
「
飛
躍
的
」
国
交
調
整
が
「
北
方
の
安
全
」
確
保
に
寄
与

す
る
可
能
性
に
つ
い
て
一
層
懐
疑
的
と
な
っ
て
い
た
。
以
降
の
陸
軍
の
対
外
戦
略
は
こ
の
認
識
が
前
提
と
な
る
。
独
ソ
戦
以
前
の
陸
軍
に

は
《
南
方
処
理
重
視
論
》
と
《
北
方
処
理
重
視
論
》
の
二
つ
の
路
線
が
存
在
し
た
。
本
節
で
は
こ
の
観
点
か
ら
陸
軍
の
対
外
戦
略
構
想
を

み
て
い
く
。

　
《
南
方
処
理
重
視
論
》
は
、
好
機
に
乗
じ
た
対
南
方
武
力
行
使
に
よ
っ
て
、「
南
方
問
題
」
を
解
決
す
る
こ
と
を
第
一
の
対
外
的
課
題
と

考
え
る
政
策
潮
流
を
指
す
。「
時
局
処
理
要
綱
」
以
降
、
陸
軍
の
議
論
の
中
で
、
対
南
方
施
策
は
、
各
政
策
文
書
や
個
人
で
重
点
の
振
幅

は
あ
れ
ど
も
、
①
事
変
処
理
の
一
環
と
し
て
援
蔣
遮
断
を
目
的
と
す
る
対
仏
印
政
策
、
②
（
独
軍
の
英
本
土
上
陸
を
前
提
と
す
る
）
極
東
英
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領
攻
略
、
③
資
源
獲
得
を
目
的
と
す
る
対
蘭
印
・
東
南
ア
ジ
ア
政
策
、
と
い
う
三
つ
の
位
相
を
も
っ
て
い
た
。
岡
田
菊
三
郎
陸
軍
省
整
備

局
戦
備
課
長
や
土
居
作
戦
課
長
が
《
南
方
処
理
重
視
論
》
の
中
心
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
南
方
へ
の
武
力
行
使
に
際
し
て
は
「
北
方
の
安
全
」
確
保
が
絶
対
に
必
要
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
た
。
し
か
し
、
対
ソ
国
交
調

整
の
み
で
は
そ
の
実
現
は
至
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
対
ソ
軍
備
の
充
実
を
積
極
的
に
行
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
北
方
の
安
全
」
を
確
保
し
、

武
力
行
使
を
含
む
積
極
的
「
南
進
」
を
断
行
す
る
、
と
構
想
さ
れ
）
69
（

た
。
重
要
な
の
は
、
対
ソ
軍
備
の
充
実
が
「
南
進
」
を
促
進
す
る
観
点

か
ら
是
認
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
対
ソ
軍
備
増
強
が
ソ
連
を
刺
戟
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
く
、
対
ソ
軍
備
の
充
実

を
以
て
ソ
連
を
抑
制
し
得
る
と
い
う
発
想
に
由
来
し
た
。
同
時
に
、
独
伊
に
よ
る
対
ソ
牽
制
能
力
に
期
待
を
か
け
、
対
ソ
国
交
調
整
に

よ
っ
て
日
本
側
目
的
が
達
成
さ
れ
な
い
場
合
、「
日
、
独
、
伊
結
束
シ
テ
『
ソ
』
ニ
対
ス
ル
ガ
如
キ
条
約
ヲ
造
ル
コ
ト
」
も
模
索
さ
れ
）
70
（
た
。

　

一
九
四
〇
年
末
頃
よ
り
、
対
南
方
政
策
の
再
検
討
が
進
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
動
き
は
「
対
南
方
施
策
要
綱
」（
連
絡
懇
談
会
決
定
）
に
結

実
す
る
。
同
要
綱
で
は
、（
南
部
）
仏
印
に
対
す
る
武
力
行
使
の
問
題
が
焦
点
と
な
っ
た
が
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
そ
の
形

成
過
程
で
浮
上
し
た
の
は
、
物
的
国
力
に
鑑
み
た
対
英
米
長
期
戦
遂
行
に
対
す
る
不
安
と
英
米
可
分
と
い
う
想
定
の
破
綻
で
あ
っ
）
71
（

た
。
結

果
と
し
て
、
同
要
綱
は
、
好
機
に
投
ず
る
南
方
武
力
行
使
論
の
後
退
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、「
南
進
」
の
も
う
一
つ
の
前
提
条
件
、
す
な
わ
ち
「
北
方
の
安
全
」
確
保
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
認
識

が
作
用
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
一
九
四
〇
年
一
二
月
二
七
日
の
大
臣
局
部
長
会
議
で
は
既
に
「
南
方
武
力
行
使
ニ
関
シ
意
見
弱
化
ノ
傾

向
」
が
み
ら
れ
た
。
そ
こ
で
「
南
方
武
力
行
使
ニ
ハ
対
ソ
安
全
絶
対
必
要
」
と
論
じ
ら
れ
た
よ
う
に
、「
北
方
の
安
全
」
確
保
は
対
南
方

武
力
行
使
の
絶
対
条
件
と
さ
れ
）
72
（

た
。
戦
争
指
導
班
は
、
積
極
的
「
南
進
」
を
主
張
す
る
海
軍
側
に
対
し
対
ソ
安
全
の
確
保
が
困
難
で
あ
る

以
上
、
対
南
方
武
力
行
使
の
前
提
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
と
述
べ
て
い
）
73
（
る
。
ま
た
、
満
ソ
国
境
を
め
ぐ
る
危
惧
も
陸
軍
内
部
に
存
在
し
た
。

東
條
陸
相
が
、
南
方
作
戦
の
実
施
時
に
「
満
洲
で
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
類
似
が
再
発
」
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
危
惧
を
示
す
な
ど
、
対
南
方

武
力
行
使
に
際
し
て
、「
北
方
の
安
全
」
を
め
ぐ
る
不
安
が
当
時
の
陸
軍
省
部
を
支
配
し
て
い
）
74
（
た
。
か
く
し
て
一
九
四
一
年
三
月
二
七
日
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に
は
、
陸
軍
の
政
策
策
定
の
枢
要
に
あ
っ
た
有
末
次や

ど
る

戦
争
指
導
班
長
、
服
部
卓
四
郎
作
戦
課
作
戦
班
長
、
西
浦
軍
務
課
高
級
課
員
の
三

者
が
、「
好
機
に
投
ず
る
武
力
行
使
な
し
、
事
変
処
理
・
対
ソ
軍
備
充
実
へ
の
専
念
」
に
回
帰
す
る
こ
と
に
合
意
す
る
に
至
）
75
（

る
。
海
軍
と

の
折
衝
を
経
て
、
四
月
一
七
日
に
は
「
対
南
方
施
策
要
綱
」
陸
海
軍
原
案
が
決
定
を
み
た
（
日
ソ
中
立
条
約
の
調
印
か
ら
四
日
後
の
こ
と
で
あ

る
）。
そ
こ
で
対
南
方
武
力
行
使
は
、
①
米
英
蘭
な
ど
の
対
日
禁
輸
に
よ
っ
て
「
帝
国
の
自
存
ヲ
脅
威
セ
ラ
レ
タ
ル
」
場
合
、
②
米
英
蘭

中
な
ど
が
対
日
包
囲
体
制
を
構
築
し
「
帝
国
国
防
上
忍
ヒ
得
サ
ル
ニ
至
リ
タ
ル
」
場
合
に
限
っ
て
発
動
さ
れ
る
、
と
定
め
ら
れ
）
76
（

た
。
対
ソ

国
交
調
整
に
よ
る
「
北
方
の
安
全
」
確
保
の
実
現
可
能
性
を
め
ぐ
る
陸
軍
の
認
識
は
、「
南
進
」
を
め
ぐ
る
議
論
に
影
響
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

　

他
方
で
、
一
九
四
〇
年
末
以
降
の
陸
軍
部
内
に
お
け
る
対
南
方
武
力
行
使
論
の
後
退
は
、
も
う
一
つ
の
政
策
潮
流
で
あ
る
《
北
方
処
理

重
視
論
》
の
説
得
力
を
相
対
的
に
強
化
し
た
。
こ
れ
は
、
対
ソ
条
約
で
は
「
北
方
の
安
全
」
確
保
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
想
定
を
念
頭
に
、

対
ソ
軍
備
充
実
を
行
う
と
と
も
に
、
機
を
み
て
永
年
の
懸
案
で
あ
る
「
北
方
問
題
の
処
理
」
す
な
わ
ち
対
ソ
戦
を
発
動
し
、
ソ
連
の
極
東

に
お
け
る
脅
威
を
除
去
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
北
方
の
安
全
」
を
確
実
に
し
た
上
で
「
南
進
」
を
実
行
す
る
こ
と
を
構

想
し
た
。
当
該
期
に
お
い
て
、「
北
進
」「
南
進
」
は
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
関
係
と
し
て
把
握
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
を
先
行
す
る
か
、

の
問
題
へ
と
移
行
し
て
い
）
77
（

た
。《
北
方
処
理
重
視
論
》
の
支
持
者
も
南
方
武
力
行
使
へ
の
意
欲
が
あ
っ
た
こ
と
に
は
留
意
す
る
必
要
が
あ

る
。

　

そ
れ
で
は
、「
北
方
問
題
の
処
理
」
す
な
わ
ち
対
ソ
戦
の
具
体
的
内
容
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
九
三
〇
年
代
中

葉
よ
り
、
対
ソ
戦
勃
発
時
の
作
戦
計
画
は
最
重
要
視
さ
れ
、
作
戦
計
画
は
攻
勢
計
画
と
さ
れ
た
。
攻
撃
方
面
は
、
日
本
側
（
満
洲
国
）
か

ら
み
て
三
方
向
あ
り
、
東
方
が
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
・
沿
海
州
方
面
、
北
方
が
黒
竜
江
方
面
、
西
方
が
大
興
安
嶺
方
面
で
あ
る
。
基
本
的
な

戦
略
は
、
開
戦
劈
頭
に
東
正
面
攻
勢
に
よ
っ
て
、
日
本
本
土
を
爆
撃
圏
内
に
お
さ
め
る
重
爆
撃
機
が
配
備
さ
れ
て
い
る
沿
海
州
方
面
を
押

さ
え
る
。
そ
し
て
沿
海
州
―
日
本
海
―
日
本
本
土
の
線
を
確
実
に
し
た
上
で
北
方
・
西
方
に
対
し
て
同
時
に
攻
勢
を
実
施
す
る
こ
と
と
さ
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れ
た
。
一
九
三
八
年
か
ら
一
九
三
九
年
に
か
け
て
策
案
さ
れ
た
「
昭
和
一
八
年
対
ソ
作
戦
計
画
」（
秘
匿
名
「
八
号
作
戦
計
画
」）
の
中
で
は

西
方
面
主
攻
勢
も
検
討
さ
れ
た
が
、
兵
站
上
困
難
と
さ
れ
、
や
が
て
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
の
発
生
に
よ
っ
て
立
ち
消
え
に
な
っ
）
78
（

た
。
ノ
モ
ン

ハ
ン
事
件
以
降
の
対
ソ
作
戦
計
画
は
先
掲
の
東
正
面
主
攻
勢
を
と
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
そ
の
戦
略
目
標
は
、
沿
海
州
方
面
を
ひ
と
ま
ず
押

さ
え
た
後
、
黒
竜
江
西
部
と
大
興
安
嶺
西
麓
に
進
出
し
、
当
該
地
域
以
東
を
領
有
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
一
九
四
〇
年
三
月
の
富
永
恭
次

第
一
部
長
（
当
時
）
に
よ
る
対
ソ
作
戦
計
画
と
一
九
四
〇
年
末
の
「
昭
和
一
六
年
度
対
ソ
作
戦
計
画
要
領
」
も
東
正
面
主
攻
勢
と
さ
れ
）
79
（

た
。

　

田
中
第
一
部
長
に
よ
れ
ば
、
対
ソ
戦
の
目
的
は
、
極
東
に
お
け
る
ソ
連
の
脅
威
を
除
去
し
「
北
方
の
安
全
」
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
こ
の
戦
争
で
日
本
が
目
指
す
要
件
と
し
て
、
①
沿
海
州
、
樺
太
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
お
よ
び
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
要
地
を
帝
国
領
土
に

編
入
す
る
こ
と
、
②
バ
イ
カ
ル
湖
以
東
地
域
の
期
限
付
占
領
、
③
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
枢
軸
管
理
、
④
外
蒙
の
ソ
連
か
ら
の
分
離
な
ど
が
定

め
ら
れ
た
。
究
極
的
に
は
、
ソ
連
の
擡
頭
を
永
久
的
に
阻
止
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
）
80
（

る
。

　

さ
て
、《
北
方
処
理
重
視
論
》
の
中
心
人
物
で
あ
る
田
中
第
一
部
長
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
対
ソ
条
約
が
「
北
方
の
安
全
」
確
保
に

寄
与
す
る
と
い
う
認
識
に
対
し
て
、
陸
軍
部
内
で
も
っ
と
も
否
定
的
な
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
。
一
九
四
〇
年
末
か
ら
田
中
の
主
導
で
、

参
謀
本
部
に
お
い
て
、
一
九
四
三
年
か
ら
四
四
年
頃
ま
で
を
目
途
と
す
る
支
那
・
南
方
・
北
方
問
題
の
処
理
に
関
す
る
総
合
的
国
策
案
が

策
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、「
支
那
事
変
処
理
要
綱
」
の
策
定
過
程
で
支
那
事
変
の
「
長
期
武
力
戦
態
勢
」
へ
の
移
行
が
決
定
さ
れ
た
こ
と

を
背
景
と
す
る
。
こ
の
国
策
案
は
、
一
九
四
一
年
一
月
に
「
大
東
亜
長
期
戦
争
指
導
要
綱
」
の
名
で
陸
軍
部
内
の
覚
と
し
て
決
定
を
み
）
81
（
る
。

こ
れ
は
、
対
英
米
戦
争
と
対
ソ
戦
争
を
内
容
と
す
る
長
期
の
戦
争
指
導
構
想
で
あ
り
、
そ
の
大
戦
争
の
遂
行
に
連
動
さ
せ
て
支
那
事
変
を

解
決
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
注
目
す
べ
き
は
、
同
要
綱
に
お
い
て
「
北
方
問
題
の
処
理
」
が
陸
軍
の
対
外
戦
略
の
重
要
な
課
題
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
一
に
、
機
を
み
て
南
方
武
力
行
使
を
行
い
、「
南
方
問
題
」
を
解
決
し
自
給
自
足
態
勢
を
確
立
す

る
こ
と
、
第
二
に
、
概
ね
現
体
制
を
以
て
対
支
圧
迫
を
継
続
し
、
一
九
四
一
年
の
夏
秋
を
目
途
に
「
政
・
戦
・
謀
略
の
総
合
圧
力
」
を
強

化
し
て
支
那
事
変
の
一
決
を
図
り
、「
已
む
を
得
ざ
れ
ば
、
爾
後
長
期
持
久
態
勢
に
移
転
」
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
第
三
に
、
北
方
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に
対
し
て
は
「
差
当
た
り
静
謐
保
持
を
方
針
」
と
し
な
が
ら
も
、
在
満
鮮
一
四
ヶ
師
団
を
以
て
「
堅
靱
不
抜
の
態
勢
を
整
備
」
し
、「
適

時
武
力
を
行
使
し
て
北
方
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
戦
備
を
極
力
増
進
す
る
」
と
対
ソ
戦
を
政
策
選
択
肢
と
し
て
盛
り
込
ん
だ
。
そ
し
て
、

同
要
綱
を
め
ぐ
る
大
本
営
陸
軍
部
会
議
で
は
、
対
ソ
作
戦
準
備
に
要
す
る
期
間
（
約
四
ヶ
月
と
判
断
）
や
ソ
連
側
の
対
日
軍
備
の
現
況
な

ど
、
対
ソ
戦
に
関
連
す
る
事
項
が
議
論
の
俎
上
に
あ
が
っ
た
の
で
あ
）
82
（
る
。

㈣　

実
現
さ
れ
ざ
る
「
北
方
の
安
全
」

　

一
九
四
一
年
四
月
一
三
日
、
日
ソ
中
立
条
約
は
成
立
を
み
た
。
し
か
し
、
陸
軍
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
北
方
の
安
全
」
確
保
が
実
現
す

る
と
も
、
ソ
連
の
軍
事
的
脅
威
が
緩
和
さ
れ
る
と
も
考
え
な
か
っ
た
。
ま
ず
、
陸
軍
は
、
対
ソ
軍
備
充
実
を
今
後
も
一
層
促
進
し
て
い
く

立
場
を
改
め
て
明
確
に
し
た
。
一
九
四
〇
年
六
月
に
上
奏
裁
可
を
得
た
更
改
軍
備
充
実
計
画
に
変
更
が
な
い
旨
の
通
達
が
な
さ
れ
、
東
條

陸
相
は
対
ソ
軍
備
充
実
の
推
進
を
明
言
し
）
83
（
た
。
も
っ
と
も
急
進
的
な
意
見
で
は
、
戦
争
指
導
班
が
日
ソ
中
立
条
約
の
意
義
は
「
南
方
武
力

解
決
ノ
支
援
ニ
モ
ア
ラ
ス
対
米
戦
回
避
ノ
手
段
ニ
モ
ア
ラ
ス
」、「
偏
ニ
自
主
的
対
『
ソ
』
開
戦
迄
ノ
時
間
ノ
余
裕
ヲ
得
ル
ニ
在
リ
」
と
述

べ
、
対
ソ
戦
に
意
欲
的
な
態
度
を
明
ら
か
に
し
て
い
）
84
（

る
。
結
果
と
し
て
、
対
ソ
軍
備
の
増
強
は
条
約
成
立
後
も
意
欲
的
に
継
続
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
田
中
第
一
部
長
は
、
条
約
成
立
に
際
し
て
、「
日
ソ
中
立
条
約
ハ
軍
事
的
ニ
ハ
何
等
効
果
ヲ
期
待
シ
難
シ
」
と
記
し
、
条

約
に
よ
る
「
北
方
の
安
全
」
確
保
の
可
能
性
を
は
っ
き
り
と
否
定
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、「
三
国
条
約
と
中
立
条
約
の
連
鎖
は
既
に
内

部
崩
壊
の
状
に
あ
り
（
中
略
）
従
つ
て
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
政
治
的
効
果
も
多
き
を
期
待
し
得
さ
る
べ
し
」
と
松
岡
構
想
の
破
綻
を
指
摘

し
て
い
）
85
（

る
。

　

折
し
も
四
月
一
〇
日
の
大
島
浩
駐
独
大
使
発
電
報
以
降
、
独
ソ
戦
急
迫
を
伝
え
る
情
報
が
次
々
と
入
来
し
始
め
た
。
陸
軍
内
部
に
お
い

て
、
こ
の
情
報
の
受
け
取
り
方
は
様
々
で
あ
っ
た
が
、
田
中
第
一
部
長
は
「
今
年
中
ニ
独
ソ
戦
勃
発
ノ
可
能
性
ア
リ
」
と
独
ソ
戦
必
至
の

立
場
を
と
っ
）
86
（
た
。
独
ソ
戦
が
現
実
味
を
帯
び
て
く
る
中
で
、
陸
海
軍
は
こ
れ
に
対
応
し
た
新
た
な
対
外
戦
略
を
策
定
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
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た
。
こ
こ
で
、《
南
方
処
理
重
視
論
》
と
《
北
方
処
理
重
視
論
》
の
対
立
が
陸
軍
内
部
で
ふ
た
た
び
浮
上
し
た
。
前
者
は
、
独
ソ
戦
に

よ
っ
て
ソ
連
の
兵
力
は
西
方
に
拘
束
さ
れ
る
た
め
、
極
東
に
お
け
る
ソ
連
の
軍
事
的
脅
威
は
緩
和
さ
れ
「
北
方
の
安
全
」
が
確
保
さ
れ
る

と
主
張
し
た
。
か
く
し
て
「
北
方
の
安
全
」
確
保
と
い
う
前
提
条
件
が
整
っ
た
以
上
、
南
方
に
対
す
る
武
力
行
使
が
可
能
に
な
る
、
と
い

う
論
理
で
あ
っ
た
。
海
軍
の
立
場
も
こ
れ
に
近
似
し
て
い
）
87
（
た
。
他
方
で
後
者
は
、
こ
の
機
に
ま
ず
ソ
連
の
脅
威
を
「
処
理
」
す
る
こ
と
で
、

「
北
方
の
安
全
」
を
確
実
な
も
の
と
し
、
し
か
る
後
に
対
南
方
武
力
行
使
を
断
行
す
る
と
主
張
し
た
。
軍
務
局
は
、
独
ソ
戦
発
生
の
際
に

は
差
当
た
り
形
勢
を
観
察
し
、
ド
イ
ツ
側
に
有
利
な
情
勢
が
現
出
し
た
場
合
、「
一
挙
に
極
東
ソ
連
軍
を
始
末
し
永
き
に
亘
る
北
方
問
題

を
解
決
」
す
べ
し
と
の
意
見
に
一
致
し
）
88
（

た
。
そ
し
て
六
月
九
日
の
参
謀
本
部
部
長
会
議
は
、
南
北
両
準
備
陣
で
一
致
を
み
）
89
（

る
。
す
な
わ
ち
、

南
北
両
方
面
と
も
に
こ
の
好
機
を
利
用
し
て
諸
懸
案
を
解
決
す
る
態
勢
を
整
え
、
対
ソ
戦
と
対
南
方
武
力
行
使
の
両
方
に
備
え
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
動
き
は
、
独
ソ
戦
発
生
後
の
政
策
過
程
に
引
き
継
が
れ
、
一
九
四
一
年
七
月
の
「
情
勢
ノ
推
移
ニ
伴
フ
帝
国
国

策
要
綱
」
の
国
策
化
と
、
対
ソ
戦
争
の
た
め
の
大
動
員
た
る
「
関
特
演
」
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

四　

結　

論

　

本
稿
は
、
ド
イ
ツ
西
方
攻
勢
か
ら
日
ソ
中
立
条
約
に
至
る
陸
軍
の
対
外
戦
略
の
形
成
を
「
北
方
問
題
」
を
め
ぐ
る
認
識
を
軸
に
再
検
討

し
た
。
従
来
の
研
究
は
、「
時
局
処
理
要
綱
」
の
策
定
を
主
導
し
た
陸
軍
が
当
該
期
を
経
て
そ
の
対
外
戦
略
を
「
北
守
南
進
」
に
「
転

換
」
し
た
と
解
釈
し
て
き
た
。
し
か
し
、
本
稿
は
以
下
の
諸
点
か
ら
、
こ
う
し
た
通
説
的
諒
解
に
修
正
を
迫
っ
た
。

　

第
一
に
、
ド
イ
ツ
西
方
攻
勢
か
ら
「
時
局
処
理
要
綱
」
の
策
定
過
程
に
お
い
て
、
陸
軍
部
内
で
は
そ
の
政
策
決
定
の
枢
要
に
位
置
す
る

作
戦
課
を
中
心
に
、
従
来
の
日
ソ
「
必
戦
」
論
に
基
づ
く
対
ソ
戦
略
が
継
承
さ
れ
て
い
た
。
陸
軍
は
「
南
方
問
題
」
に
対
外
的
関
心
の
裾

野
を
広
げ
た
に
過
ぎ
ず
、「
北
方
問
題
の
処
理
」
へ
の
意
欲
を
後
退
さ
せ
た
わ
け
で
も
な
け
れ
ば
、
対
ソ
戦
略
に
お
い
て
「
守
勢
」
に
転



日本陸軍と「北方問題」

157

じ
た
わ
け
で
も
な
い
。「
時
局
処
理
要
綱
」
に
お
け
る
対
ソ
方
針
の
現
出
を
以
て
、
陸
軍
の
対
ソ
戦
略
の
「
転
換
」
と
位
置
づ
け
る
の
は

早
計
で
あ
ろ
う
。

　

第
二
に
、「
時
局
処
理
要
綱
」
に
お
け
る
対
ソ
方
針
の
現
出
に
か
か
わ
ら
ず
、
陸
軍
は
一
貫
し
て
対
ソ
軍
備
の
増
強
を
意
欲
的
に
継
続

し
た
。
ま
ず
、「
時
局
処
理
要
綱
」
策
定
の
段
階
で
、
陸
軍
は
対
ソ
「
飛
躍
的
」
国
交
調
整
と
対
独
提
携
強
化
と
い
う
外
交
的
手
段
に

よ
っ
て
の
み
、「
北
方
の
安
全
」
が
確
保
さ
れ
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
対
ソ
軍
備
の
増
強
が
「
北
方
の
安
全
」
確
保
に
は
必
要
な

条
件
と
み
な
さ
れ
た
。
加
え
て
、
当
該
期
を
通
じ
て
、
極
東
ソ
連
軍
が
意
欲
的
に
増
強
さ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
を
陸
軍
は
察
知
し
て
い
た
。

対
ソ
「
飛
躍
的
」
国
交
調
整
が
外
務
省
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
る
一
方
で
、
陸
軍
の
ソ
連
に
対
す
る
軍
事
的
脅
威
認
識
と
不
信
感
は
一
層
強

ま
っ
た
。
こ
う
し
た
情
況
に
お
い
て
、
陸
軍
は
対
ソ
「
飛
躍
的
」
国
交
調
整
に
よ
っ
て
ソ
連
の
軍
事
的
脅
威
が
緩
和
さ
れ
る
と
は
ほ
と
ん

ど
考
え
な
か
っ
た
。
こ
の
認
識
は
、
陸
軍
部
内
の
「
南
進
」
を
め
ぐ
る
議
論
に
も
影
響
を
与
え
た
。
一
九
四
一
年
春
期
に
か
け
て
、（
欧

州
戦
線
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
優
勢
と
い
う
）
好
機
に
乗
ず
る
対
南
方
武
力
行
使
論
が
後
退
し
た
理
由
の
一
端
は
、「
北
方
の
安
全
」
確
保
が
困

難
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
た
こ
と
に
も
あ
っ
た
。
対
南
方
武
力
行
使
を
追
求
す
る
に
し
て
も
、
そ
の
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
前
提
で
あ
る
「
北
方

の
安
全
」
確
保
は
、
対
ソ
軍
備
の
増
強
、
場
合
に
よ
っ
て
は
「
北
方
問
題
」
の
処
理
、
す
な
わ
ち
対
ソ
戦
の
発
動
と
い
う
実
力
に
依
拠
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
ソ
連
に
中
立
条
約
を
履
行
・
遵
守
さ
せ
る
た
め
の
軍
事
的
圧
力
、
あ
る
い
は
ソ
連
に
対
日
武
力
行
使
の
間
隙
を

与
え
な
い
た
め
の
、
い
わ
ば
「
守
勢
」
の
兵
力
を
著
し
く
超
え
る
、
対
ソ
軍
備
の
増
強
が
継
続
さ
れ
た
事
実
は
、
こ
う
し
た
事
情
に
起
因

す
る
。
結
果
と
し
て
、
一
九
三
〇
年
代
以
来
の
「
日
ソ
必
戦
」
論
に
基
づ
く
対
ソ
戦
略
は
、
日
ソ
中
立
条
約
の
形
成
を
経
て
も
継
承
さ
れ
、

対
ソ
戦
の
発
動
が
現
実
的
な
政
策
選
択
肢
と
し
て
存
在
し
続
け
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
当
該
期
陸
軍
の
対
外
戦
略
は
ソ
連
の
脅
威
に
由

来
す
る
「
北
方
問
題
」
に
大
き
く
規
定
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

第
三
に
、
以
上
の
分
析
に
鑑
み
る
と
、「
時
局
処
理
要
綱
」
以
降
の
陸
軍
の
対
外
戦
略
は
単
に
「
北
守
南
進
」
と
い
う
言
葉
で
規
定
で

き
な
い
と
い
え
る
。
日
米
開
戦
過
程
が
「
北
守
南
進
」
の
論
理
に
よ
っ
て
突
き
動
か
さ
れ
て
い
た
と
す
る
従
来
の
見
方
は
、「
武
力
南
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進
」
と
い
う
結
果
か
ら
遡
及
す
る
形
で
、
そ
こ
に
至
る
経
緯
を
過
度
に
単
純
化
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
開
戦
過
程
に
お
い
て
存
在
し
た

重
要
な
政
策
選
択
の
可
能
性
を
見
過
ご
し
か
ね
な
い
。
陸
軍
は
、
対
ソ
戦
の
主
唱
者
た
る
立
場
を
譲
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
単
線
的
に

「
北
守
南
進
」
に
傾
斜
し
た
わ
け
で
も
な
い
。
少
な
く
と
も
一
九
四
一
年
春
期
ま
で
の
陸
軍
の
対
外
戦
略
の
方
向
性
を
「
北
守
」
と
規
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
の
知
見
は
、
日
本
の
対
外
戦
略
の
形
成
過
程
に
お
け
る
「
北
方
問
題
」
の
重
要
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
独
ソ
戦
の
発
生
か

ら
対
米
開
戦
に
至
る
日
本
の
対
外
戦
略
に
「
北
方
問
題
」
が
与
え
た
影
響
を
分
析
す
る
こ
と
が
残
さ
れ
た
課
題
と
な
ろ
う
。
加
え
て
日
ソ

中
立
条
約
は
、
皮
肉
に
も
松
岡
が
回
避
し
よ
う
と
し
た
日
米
戦
争
が
始
ま
っ
た
後
に
大
き
な
意
味
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。
日
米
戦
争
下
に

お
け
る
対
ソ
戦
略
の
実
相
と
、
そ
れ
が
戦
争
指
導
に
与
え
た
影
響
も
改
め
て
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

（
1
）  

戸
部
良
一
「
陸
軍
の
日
独
同
盟
論
」『
軍
事
史
学
』
第
二
六
巻
二
号
（
一
九
九
〇
年
九
月
）
二
六
―
三
七
頁
。
日
本
近
代
史
料
研
究
会
編
『
稲

田
正
純
氏
談
話
速
記
録
』（
同
会
、
一
九
六
九
年
）
二
一
二
頁
。

（
2
）  

戸
部
良
一
「
陸
軍
と
次
期
大
戦
」『
国
際
政
治
』
第
九
一
号
（
一
九
八
九
年
五
月
）
七
三
頁
。

（
3
）  

「
所
要
事
項
ノ
説
明
」『
時
局
処
理
要
綱
』（
史
料
調
査
会
）﹇
本
史
料
に
つ
い
て
は
註
4
を
参
照
﹈。
こ
う
し
た
対
ソ
方
針
は
、
同
時
代
の
史
料

で
は
「
北
方
（
の
）
静
謐
」「
北
方
の
安
固
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
対
ソ
方
針
が
複
数
の
用
語
で
規
定
さ
れ
た
こ
と
は
、

陸
軍
部
内
の
み
な
ら
ず
各
ア
ク
タ
ー
間
で
必
ず
し
も
統
一
的
な
対
ソ
方
針
が
共
有
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

（
4
）  

「
時
局
処
理
要
綱
」
策
定
過
程
に
作
成
さ
れ
た
文
書
は
、
富
岡
定
俊
（
元
海
軍
少
将
）
を
中
心
と
す
る
史
料
調
査
会
が
蒐
集
・
保
存
し
て
い
た

『
世
界
情
勢
ノ
推
移
ニ
伴
フ
時
局
処
理
要
綱
』
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
大
部
分
は
防
衛
省
防
衛
研
究
所
所
蔵
『
世
界
情
勢
の
推
移
に
伴
う

時
局
処
理
要
綱
』（
①
戦
史
支
那
事
変
一
四
七
―
一
五
二
）
に
複
製
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
一
部
抜
け
落
ち
が
み
ら
れ
る
。
日
本
国
際
政
治
学

会
太
平
洋
戦
争
原
因
研
究
部
編
『
太
平
洋
戦
争
へ
の
道
』
資
料
編
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
三
年
）
に
も
各
文
書
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
摘
録

で
あ
る
。
以
下
で
は
史
料
調
査
会
の
原
本
を
用
い
る
こ
と
と
し
、『
時
局
処
理
要
綱
』（
史
料
調
査
会
）
と
表
記
す
る
。

（
5
）  

本
稿
で
は
「
対
外
戦
略
」
を
「
個
別
の
対
外
・
国
防
政
策
を
成
功
に
導
く
た
め
の
基
礎
と
な
る
べ
き
根
本
的
方
針
」
と
い
う
意
味
で
用
い
る
。
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（
6
）  

代
表
的
な
も
の
と
し
て
細
谷
千
博
「
三
国
同
盟
と
日
ソ
中
立
条
約
」『
太
平
洋
戦
争
へ
の
道
』
第
五
巻
二
四
四
―
二
五
二
頁
。
長
岡
新
次
郎

「
南
方
進
出
の
外
交
的
展
開
」『
太
平
洋
戦
争
へ
の
道
』
第
六
巻
三
―
一
四
一
頁
。
秦
郁
彦
「
仏
印
進
駐
と
軍
の
南
進
政
策
」
同
右
、
一
四
五
―
二

七
四
頁
。
酒
井
哲
哉
「
日
米
開
戦
と
日
ソ
関
係
」
細
谷
千
博
ほ
か
編
『
太
平
洋
戦
争
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
年
）
一
五
二
―
一
五
三

頁
。

（
7
）  
日
ソ
中
立
条
約
を
扱
っ
た
重
要
な
研
究
と
し
て
、
ボ
リ
ス
・
ス
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
（
高
橋
実
・
江
沢
和
弘
訳
）『
考
証　

日
ソ
中
立
条
約
』（
岩

波
書
店
、
一
九
九
六
年
）。
同
（
加
藤
幸
廣
訳
）『
日
ソ
戦
争
へ
の
道
』（
共
同
通
信
社
、
一
九
九
九
年
）。G

eorge Alexander Lensen, The 
Strange N

eutrality: Soviet-Japanese Relations during the Second W
orld W

ar 1941 -1945 

（Tallahassee, FL: D
iplom

atic Press, 
1972

）. Jonathan H
aslam

, The Soviet U
nion and the Threat from

 the East, 1931 -41: M
oscow, Tokyo and the Prelude to the Pa-

cific W
ar 

（Pittsburgh, PA: U
niversity of Pittsburgh Press, 1992

）, pp. 141 -145. 

ハ
ス
ラ
ム
は
、
当
該
期
の
日
ソ
関
係
の
対
立
的
側
面

に
注
意
を
払
い
な
が
ら
も
、
日
ソ
中
立
条
約
を
日
本
に
よ
る
一
連
の
対
ソ
宥
和
政
策
の
過
程
の
中
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

（
8
）  

先
行
研
究
に
お
い
て
、「
南
進
」
の
展
開
に
対
応
し
た
対
ソ
政
策
を
表
現
す
る
「
北
守
」
の
用
語
は
明
確
に
定
義
さ
れ
な
い
ま
ま
用
い
ら
れ
て

き
た
。
近
代
日
本
に
お
い
て
「
北
守
」
と
は
、
一
般
的
に
は
海
軍
の
対
外
戦
略
で
あ
る
「
北
守
南
進
」
の
「
北
守
」
を
指
す
。
角
田
順
『
満
洲
問

題
と
国
防
方
針
』（
原
書
房
、
一
九
六
七
年
）
七
二
五
―
七
二
七
頁
。
相
澤
淳
『
海
軍
の
選
択
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
二
年
）
第
六
章
。
海

軍
の
「
北
守
」
の
最
大
公
約
数
的
部
分
を
抽
出
す
る
と
、
以
下
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
①
（
経
済
的
・
軍
事
的
）
南
進
の
た
め
に
背
後
の
安
全
を

確
保
す
る
見
地
か
ら
、
対
ソ
戦
争
は
も
と
よ
り
ソ
連
を
刺
戟
す
る
よ
う
な
行
動
を
抑
制
す
る
。
②
ソ
連
を
し
て
そ
の
対
日
脅
威
意
識
を
緩
和
せ
し

め
る
た
め
、
ま
た
海
軍
の
予
算
獲
得
の
観
点
か
ら
、
北
方
軍
備
の
増
強
は
も
と
よ
り
回
避
す
べ
き
で
あ
る
。
可
能
な
ら
ば
そ
の
緩
和
を
実
現
し
、

南
方
進
出
へ
の
軍
事
的
資
源
の
転
用
・
集
中
を
図
る
。
③
日
ソ
関
係
の
安
定
・
親
善
を
目
的
と
し
て
、
政
治
協
定
の
締
結
を
目
指
す
。

（
9
）  

「
日
『
ソ
』
中
立
条
約
締
結
に
伴
う
軍
の
態
度
に
関
す
る
件
陸
軍
一
般
へ
通
牒
」（
一
九
四
一
年
四
月
一
八
日
）
防
衛
省
防
衛
研
究
所
所
蔵
『
昭

和
一
六
年 

陸
（
支
満
）
密
綴
』﹇
以
下
、
同
所
蔵
の
史
料
は
防
研
蔵
と
表
記
﹈。「
既
往
ノ
方
針
」
と
は
一
九
四
〇
年
六
月
裁
可
の
更
改
軍
備
充
実

計
画
を
指
す
。
本
計
画
は
、
日
米
開
戦
後
も
軍
備
計
画
に
関
す
る
根
本
方
針
で
あ
り
続
け
た
。

（
10
）  

「
日
『
ソ
』
中
立
条
約
枢
密
院
審
査
委
員
会
議
事
録
」
外
務
省
編
『
日
本
外
交
文
書　

第
二
次
欧
州
大
戦
と
日
本
』
第
一
冊
（
六
一
書
房
、
二

〇
一
二
年
）﹇
以
下
、『
日
外
』
と
表
記
﹈。
深
井
英
五
『
枢
密
院
重
要
議
事
覚
書
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
三
年
）
九
七
頁
。

（
11
）  

「
田
中
新
一
中
将
業
務
日
誌
」
3
／
8
の
1
／
3
防
研
蔵
（
中
央
作
戦
指
導
日
記
3
）﹇
以
下
、「
田
中
日
誌
」
と
表
記
﹈。
一
九
四
一
年
四
月
二

三
日
条
。
田
中
が
戦
後
に
業
務
日
誌
の
抜
萃
を
中
心
に
回
顧
を
加
え
て
再
構
成
し
た
「
大
東
亜
戦
争
へ
の
道
程
」（
文
庫
委
託
九
二
、
一
五
〇
―
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一
五
二
）
も
併
せ
て
利
用
し
た
。

（
12
）  

軍
事
史
学
会
編
『
大
本
営
陸
軍
部
戦
争
指
導
班　

機
密
戦
争
日
誌
』
上
巻
（
錦
正
社
、
一
九
九
八
年
）
八
九
頁
。
四
月
一
四
日
条
。

（
13
）  

当
該
期
の
政
策
決
定
過
程
に
は
、
注
意
す
べ
き
特
徴
的
な
構
造
が
潜
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
つ
の
国
策
の
中
に
（
場
合
に
よ
っ
て
は
両
立

不
可
能
な
）
二
つ
以
上
の
選
択
肢
を
併
記
す
る
「
両
論
併
記
」
が
行
わ
れ
た
り
、
玉
虫
色
の
作
文
で
問
題
を
先
送
り
に
す
る
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
。

結
果
と
し
て
決
定
さ
れ
た
国
策
の
文
言
は
曖
昧
な
も
の
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
必
ず
し
も
統
一
的
な
方
針
が
共
有
さ
れ
な
い
ま
ま
、
各
ア
ク
タ
ー

に
よ
っ
て
都
合
の
良
い
よ
う
に
国
策
の
文
言
が
解
釈
さ
れ
、
実
施
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
根
本
的
に
は
明
治
憲
法
固
有
の
分
権
的
性

格
（
特
に
統
帥
権
の
独
立
）
と
政
党
凋
落
以
後
の
政
治
的
統
合
主
体
の
欠
如
に
起
因
す
る
。
こ
の
状
況
は
国
家
の
意
思
決
定
だ
け
で
な
く
、
陸

軍
・
海
軍
な
ど
ア
ク
タ
ー
内
部
の
意
思
決
定
に
お
い
て
も
生
じ
て
い
た
。
た
と
え
ば
「
陸
軍
案
」
と
し
て
陸
軍
部
内
決
定
を
得
た
政
策
文
書
も
、

各
部
局
の
主
張
す
る
政
策
が
調
整
さ
れ
な
い
ま
ま
複
数
併
記
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
本
問
題
に
つ
い
て
は
、
吉
沢
南
『
戦
争
拡
大
の
構
図
』

（
青
木
書
店
、
一
九
八
六
年
）、
森
山
優
『
日
米
開
戦
の
政
治
過
程
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）
が
詳
し
い
。

（
14
）  

三
宅
正
樹
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
列
強
の
動
向
と
日
本
」『
国
際
政
治
』
第
七
二
号
（
一
九
八
二
年
一
〇
月
）
一
一
六
―
一
一
七
頁
。Lensen, The 

Strange N
eutrality, p. 2; Alvin D. Coox, N

om
onhan: Japan A

gainst Russia, 1939 

（Stanford, CA: Stanford U
niversity Press, 

1985

）.

﹇
ア
ル
ヴ
ィ
ン
・
Ｄ
・
ク
ッ
ク
ス
（
岩
崎
俊
夫
訳
）『
ノ
モ
ン
ハ
ン

―
草
原
の
日
ソ
戦
』
全
二
冊
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
九
年
）﹈。

ク
ッ
ク
ス
に
よ
る
研
究
は
、
張
鼓
峰
事
件
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
、
独
ソ
不
可
侵
条
約
に
よ
っ
て
「
北
方
に
お
け
る
機
会
の
扉
が
閉
ざ
さ
れ
る
と
、

南
方
の
扉
が
開
き
始
め
た
」
と
す
る
東
京
裁
判
判
決
文
を
重
要
な
論
拠
と
し
て
い
る
。IM

TFE, Transcript, 10 N
ovem

ber 1948 

（ Judge-
m
ent

）, pp. 49, 405 -406.

（
15
）  

詳
細
は
、
滝
田
遼
介
「
一
九
三
九
年
秋
期
の
対
外
情
勢
変
動
と
日
本

―
『
北
進
路
線
』
を
め
ぐ
る
外
交
と
軍
事
」『
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院

法
学
研
究
科
論
文
集
』
第
五
三
号
（
二
〇
一
三
年
六
月
）
一
一
九
―
一
六
一
頁
。
同
「
昭
和
期
日
本
に
お
け
る
『
北
進
』
に
関
す
る
一
考
察
」

（
二
〇
一
四
年
度
日
本
国
際
政
治
学
会
研
究
大
会
報
告
論
文
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
）。

（
16
）  

「
政
変
対
策
案
」
東
京
大
学
近
代
日
本
法
政
史
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
『
阿
部
信
行
関
係
文
書
』
Ｉ
︲
７
。「
参
謀
本
部　

現
下
国
内
対
策
」「
戦
争

指
導
上
対
外
方
策
に
関
す
る
根
本
的
再
検
討
案
」
臼
井
勝
美
ほ
か
編
『
日
中
戦
争
（
二
）』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
四
年
）
五
七
二
―
五
七
五
頁
。

陸
軍
省
部
は
「
日
ソ
必
戦
」
の
認
識
を
も
っ
て
い
た
が
、
偶
発
的
な
国
境
紛
争
に
起
因
す
る
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
が
な
し
崩
し
的
に
日
ソ
間
の
全
面

戦
争
に
拡
大
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
な
か
っ
た
。

（
17
）  

日
本
近
代
史
料
研
究
会
編
『
稲
田
正
純
氏
談
話
速
記
録
』
一
七
六
頁
。
阿
部
信
行
述
「
政
治
外
交
と
軍
部
」
國
學
院
大
学
図
書
館
所
蔵
『
内
外
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法
政
研
究
会
研
究
資
料
』
第
一
二
〇
号
。

（
18
）  

「
欧
洲
戦
争
勃
発
ノ
場
合
ニ
於
ケ
ル
当
面
ノ
対
外
施
策
」
伊
藤
隆
編
『
高
木
惣
吉　

日
記
と
情
報
』
上
巻
（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
）
三

五
六
頁
。

（
19
）  
「『
ノ
モ
ン
ハ
ン
』
事
件
に
関
す
る
若
干
問
題
に
就
て
（
部
外
秘
、
一
九
三
九
年
一
〇
月
一
〇
日
）」
防
研
蔵
（
満
洲
ノ
モ
ン
ハ
ン
二
五
五
）。
本

史
料
は
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
停
戦
直
後
よ
り
陸
軍
部
内
で
行
わ
れ
た
同
事
件
に
関
す
る
研
究
結
果
と
爾
後
の
対
ソ
方
針
に
つ
い
て
ま
と
め
た
文
書

で
あ
る
。
同
時
に
、
部
外
公
表
用
と
し
て
「『
ノ
モ
ン
ハ
ン
』
事
件
質
疑
応
答
資
料
（
一
九
三
九
年
一
〇
月
一
〇
日
）」（
満
洲
ノ
モ
ン
ハ
ン
二
五

一
）
も
作
成
さ
れ
た
。

（
20
）  

「
欧
洲
戦
争
ニ
伴
フ
当
面
ノ
対
外
施
策
（
陸
軍
案
）
ニ
関
ス
ル
件
（
一
九
三
九
年
九
月
一
八
日
）」
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
『
支
那
事
変
関
係

一
件
』
第
七
巻
。
陸
軍
の
政
策
文
書
に
あ
る
「
戦
時
的
緊
張
緩
和
」
と
は
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
の
早
期
収
拾
、
す
な
わ
ち
事
実
上
の
戦
争
状
態
か

ら
の
脱
却
を
志
向
す
る
も
の
で
、
き
わ
め
て
限
定
的
な
対
ソ
関
係
の
調
整
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
一
般
的
な
「
緊
張
緩

和
（
デ
タ
ン
ト
）」
概
念
と
は
異
な
る
。

（
21
）  

「
満
洲
に
関
す
る
用
兵
的
観
察
」（
第
一
三
巻
第
五
篇
）
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
『Japanese M

onographs

』 Box 27

（
一
九
五

三
年
三
月
調
製
）。
本
史
料
は
、
戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
指
令
に
基
づ
き
日
本
政
府
内
に
設
置
さ
れ
た
戦
史
資
料
研
究
機
関
に
よ
っ
て
作
成
さ

れ
た
公
的
な
戦
史
記
録
で
あ
る
。
日
本
占
領
終
了
後
も
編
纂
作
業
は
継
続
さ
れ
、
総
数
は
全
一
八
七
篇
に
の
ぼ
る
。
執
筆
・
編
纂
は
高
級
幕
僚
を

中
心
と
す
る
元
陸
海
軍
将
校
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
彼
ら
が
所
有
し
て
い
た
文
書
類
も
多
く
使
用
さ
れ
た
。
本
稿
で
利
用
す
る
「
満
洲
に
関
す
る
用

兵
的
観
察
」
は
、
服
部
卓
四
郎
、
林
三
郎
、
甲
谷
悦
雄
な
ど
、
当
時
陸
軍
省
部
・
関
東
軍
の
枢
要
に
位
置
し
た
陸
軍
将
校
が
執
筆
を
担
当
し
た
。

特
に
、
一
九
四
五
年
八
月
の
ソ
連
参
戦
に
よ
っ
て
文
書
類
の
多
く
が
失
わ
れ
た
た
め
現
存
す
る
史
料
が
乏
し
い
関
東
軍
の
軍
事
的
情
況
を
知
る
上

で
、
き
わ
め
て
重
要
な
史
料
で
あ
る
。「
軍
令
部
・
参
謀
本
部　

作
戦
課
会
議
（
昭
和
一
五
年
二
月
一
七
日
）」
防
研
蔵
『
時
局
処
理
要
綱
』
其
の

一
・
一
／
一
（
①
戦
史
支
那
事
変
一
四
七
）。

（
22
）  

森
松
俊
夫
編
『
参
謀
次
長
沢
田
茂
回
想
録
』（
芙
蓉
書
房
、
一
九
八
二
年
）
四
四
―
四
五
、
一
五
四
頁
。
防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室
『
戦
史

叢
書
大
本
営
陸
軍
部
〈1〉
』（
朝
雲
新
聞
社
、
一
九
六
七
年
）
六
二
六
―
六
二
九
頁
。
同
『
陸
軍
軍
戦
備
』（
朝
雲
新
聞
社
、
一
九
七
九
年
）
二
七

二
―
二
七
三
頁
。
修
正
軍
備
充
実
計
画
の
策
定
で
は
、
在
支
兵
力
を
い
か
に
削
減
し
対
ソ
軍
備
に
充
当
す
る
か
と
い
う
問
題
が
焦
点
で
あ
っ
た
。

西
浦
進
『
昭
和
戦
争
史
の
証
言
』（
原
書
房
、
一
九
八
〇
年
）
一
四
〇
頁
。
日
本
近
代
史
料
研
究
会
編
『
西
浦
進
氏
談
話
速
記
録
』
下
巻
（
同
会
、

一
九
六
八
年
）
二
六
〇
頁
。
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（
23
）  

「
近
衛
第
二
次
内
閣
国
策
決
定
の
経
緯
（
岩
畔
手
記
）」
防
研
蔵
（
文
庫
委
託
一
〇
七
）。
矢
次
一
夫
『
昭
和
動
乱
私
史
』
中
巻
（
経
済
往
来
社
、

一
九
七
一
年
）
一
五
五
頁
。

（
24
）  

「
岩
畔
手
記
」。
日
本
近
代
史
料
研
究
会
編
『
牧
達
夫
氏
談
話
速
記
録
』（
同
会
、
一
九
七
九
年
）
八
一
―
八
二
頁
。

（
25
）  
『
機
密
戦
争
日
誌
』
上
巻
一
一
頁
。
一
九
四
〇
年
六
月
二
〇
日
条
。「
時
局
処
理
要
綱
」
策
定
の
時
系
列
は
以
下
の
通
り
。
六
月
一
九
日
頃
、
軍

事
課
高
級
課
員
西
浦
進
が
「
対
南
方
戦
争
指
導
計
画
案
」
を
参
考
と
し
て
作
成
・
配
布
し
、
作
戦
課
に
南
方
作
戦
の
研
究
を
提
案
す
る
。
二
一
、

二
二
日
に
は
、
作
戦
課
内
で
荒
尾
興
功
中
佐
（
作
戦
課
部
員
）
の
作
成
し
た
荒
尾
案
（
現
存
せ
ず
）
を
叩
き
台
に
策
案
が
行
わ
れ
る
。
二
三
〜
二

五
日
に
は
、
陸
軍
省
部
の
関
係
課
長
・
高
級
課
員
が
策
案
に
参
加
し
、
議
論
を
行
う
。
二
五
日
に
陸
軍
原
案
が
成
立
す
る
。
そ
の
後
、
部
長
会
議
、

省
部
首
脳
会
議
で
原
案
通
り
承
認
さ
れ
、
七
月
三
日
に
陸
軍
案
が
決
定
す
る
。
翌
四
日
、
海
軍
と
協
議
が
開
始
さ
れ
る
。
九
日
に
、
海
軍
側
対
案

が
提
示
さ
れ
る
。
一
五
日
、
陸
海
軍
省
部
の
関
係
課
長
協
議
が
行
わ
れ
、
海
軍
側
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
修
正
案
（
陸
海
軍
案
）
が
成
立
す
る
。

以
降
、
内
容
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
無
修
正
の
ま
ま
陸
海
軍
首
脳
部
懇
談
会
を
通
過
し
、
二
七
日
に
は
大
本
営
政
府
連
絡
会
議
が
「
時
局
処
理
要

綱
」
を
最
終
決
定
す
る
。「
協
議
日
程
」『
時
局
処
理
要
綱
』
附
冊
（
史
料
調
査
会
）。
波
多
野
澄
雄
「『
南
進
』
へ
の
旋
回
―
時
局
処
理
要
綱
と
陸

軍
一
九
四
〇
年
」『
ア
ジ
ア
経
済
』
第
二
六
巻
五
号
（
一
九
八
五
年
五
月
）
三
七
頁
。

（
26
）  

同
右
、
四
一
頁
。
秦
「
仏
印
進
駐
と
軍
の
南
進
政
策
」
一
六
八
―
一
八
一
頁
。

（
27
）  

「
時
局
処
理
要
綱
（
七
月
二
七
日
連
絡
会
議
決
定
）」『
時
局
処
理
要
綱
』
本
冊
（
史
料
調
査
会
）。

（
28
）  

「
所
要
事
項
ノ
説
明
ニ
就
テ
（
大
本
営
陸
海
軍
部
決
定
）」『
時
局
処
理
要
綱
』
本
冊
（
史
料
調
査
会
）。

（
29
）  

『
大
本
営
陸
軍
部
〈2〉
』
四
八
―
四
九
頁
。

（
30
）  

「
陸
軍
案
（
七
月
三
日
）」『
時
局
処
理
要
綱
』
本
冊
（
史
料
調
査
会
）。

（
31
）  

「
支
那
事
変
に
対
す
る
荒
尾
興
功
大
佐
口
述
事
項
」
防
研
蔵
（
支
那
事
変
日
誌
回
想
二
七
一
）。
岡
村
誠
之
「
一
軍
人
の
回
想
」『
軍
事
研
究
』

第
三
巻
一
一
号
（
一
九
六
八
年
一
一
月
）
八
八
―
八
九
頁
。

（
32
）  

「
陸
海
軍
協
議
、
陸
軍
側
説
明
」『
時
局
処
理
要
綱
』
本
冊
（
史
料
調
査
会
）。
第
二
部
が
こ
う
し
た
対
ソ
方
針
に
意
欲
的
で
あ
っ
た
理
由
は
、

一
九
四
〇
年
四
月
頃
、
第
二
部
ロ
シ
ア
課
の
甲
谷
悦
雄
の
策
案
に
よ
る
日
ソ
中
立
条
約
案
を
土
橋
勇
逸
第
二
部
長
が
推
進
し
て
い
た
こ
と
に
由
来

す
る
。
同
案
は
、
作
戦
的
に
遮
断
す
る
の
が
困
難
な
新
疆
方
面
か
ら
の
援
蔣
ル
ー
ト
を
外
交
的
手
段
に
よ
っ
て
遮
断
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
中

立
条
約
と
い
う
比
較
的
軽
度
な
政
治
協
定
に
よ
っ
て
ソ
連
に
援
蔣
停
止
を
要
請
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（「
南
進
」
と
の
直
接
的
連
関
は
な
い
）。
ソ

連
側
に
提
起
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
反
応
は
冷
淡
で
あ
り
、
第
一
部
を
中
心
と
す
る
陸
軍
部
内
の
異
論
や
有
田
外
相
の
批
判
的
な
態
度
も
相
俟
っ



日本陸軍と「北方問題」

163

て
、
最
終
的
に
頓
挫
し
た
。
滝
田
遼
介
「
米
内
内
閣
期
『
有
田
外
交
』
と
第
二
次
欧
州
大
戦

―
外
交
戦
略
の
形
成
と
ソ
連
要
因
」『
日
本
歴

史
』
第
八
一
二
号
（
二
〇
一
六
年
一
月
）
八
〇
―
九
七
頁
。

（
33
）  

「
陸
海
軍
協
議
、
陸
軍
側
説
明
」『
時
局
処
理
要
綱
』
本
冊
（
史
料
調
査
会
）。『
大
本
営
陸
軍
部
〈2〉
』
五
一
頁
。
こ
れ
を
単
に
陸
軍
の
組
織
利
益

的
見
地
か
ら
す
る
、
海
軍
に
対
す
る
牽
制
で
あ
っ
た
と
解
釈
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
し
か
し
、
岡
田
の
真
意
が
臼
井
と
同
じ
「
北
守
南

進
」
に
あ
っ
て
、
作
戦
課
が
「
日
ソ
必
戦
」
論
を
放
棄
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
当
該
期
に
お
い
て
、
限
ら
れ
た
陸
軍
の
兵
力
・
資
材
を
武
力

「
南
進
」
に
必
要
な
方
面
（
た
と
え
ば
南
支
）
で
は
な
く
、
満
洲
・
北
支
に
集
中
さ
せ
続
け
た
こ
と
を
説
明
で
き
な
い
。
次
章
以
降
で
述
べ
る
陸

軍
の
態
度
と
も
合
致
し
な
い
。

（
34
）  

秦
「
仏
印
進
駐
と
軍
の
南
進
政
策
」
一
七
一
―
一
七
四
頁
。
波
多
野
「『
南
進
』
へ
の
旋
回
」
三
七
頁
。

（
35
）  

統
帥
事
項
・
戦
争
指
導
に
つ
い
て
陸
軍
部
内
で
決
定
的
な
影
響
力
を
有
し
た
の
は
、
参
謀
本
部
第
一
部
作
戦
課
と
戦
争
指
導
班
で
あ
る
。
第
二

部
の
発
言
力
は
そ
れ
ら
に
劣
る
も
の
で
あ
っ
た
。

（
36
）  

「
陸
軍
案
（
七
月
三
日
）
提
案
理
由
」『
時
局
処
理
要
綱
』
本
冊
（
史
料
調
査
会
）。
こ
れ
は
陸
軍
案
の
付
随
文
書
と
し
て
部
内
決
定
を
得
て
作

成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
37
）  

日
本
近
代
史
料
研
究
会
編
『
西
浦
進
氏
談
話
速
記
録
』
三
〇
四
頁
。

（
38
）  

軍
令
部
で
は
対
ソ
不
可
侵
条
約
に
関
す
る
議
論
が
度
々
な
さ
れ
て
い
た
。
中
澤
佑
「
覚　

第
一
九
」「
日
記　

昭
和
一
四
年
一
一
月
一
五
日
〜

昭
和
一
五
年
一
一
月
一
六
年
」
憲
政
資
料
室
所
蔵
『
中
澤
佑
関
係
文
書
』。「
第
一
次
陸
軍
案
ニ
対
ス
ル
海
軍
側
意
見
」『
時
局
処
理
要
綱
』（
史
料

調
査
会
）。

（
39
）  

「
組
閣
中
四
柱
会
議
（
荻
窪
会
談
）
決
定
」『
太
平
洋
戦
争
へ
の
道
』
資
料
編
三
一
七
―
三
一
八
頁
。

（
40
）  

「
満
洲
に
関
す
る
用
兵
的
観
察
」
第
一
三
巻
第
五
篇
、
第
一
〇
巻
第
四
篇
。
具
体
的
な
部
隊
の
増
強
改
編
に
つ
い
て
は
、『
陸
軍
軍
戦
備
』
二
八

九
―
二
九
三
頁
。「
昭
和
一
五
年
度
動
員
計
画
に
関
す
る
件
」『
陸
満
機
密
大
日
記
』
第
一
冊
三
／
三
。「
昭
和
一
四
・
一
五
年
度
在
満
軍
備
改
変

要
領
」。

（
41
）  С

. И
СА

ЕВ
, 

“Мероприятия К
П

С
С

 по укреплению
 дальневосточны

х рубеж
ей в 1931 -1941 гг,

” Военно-ист
орический ж

урнал 
N

o.11 

（сентя́брь 1981

）: стр. 66 -67; 

“Органы
 управления советскими войсками в период военны

х действий на Х
алхин-Голе 

（1939 г.

）,

” Военно-ист
орический ж

урнал N
o. 8 （áвгуст 1979

）: стр. 47 -49. （
後
者
は
ソ
連
機
密
電
の
史
料
紹
介
）。
冷
戦
後
に
公
開
さ
れ

た
史
料
と
し
て
、
“ДО

К
Л

А
Д

 Н
А

Ц
А

Л
ЬН

И
К

А
 ГЕН

ЕРА
Л

ЬН
О

ГО
 Щ

ТА
БА

 РК
К

А
 П

О
 П

Л
А

Н
У

 РА
ЗИ

ТИ
Я

 РК
К

А
, 1938 -1939 гг. （20 
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ф
евраля 1939 г.

）; В
ЕД

О
М

О
С

ТЬ РА
С

П
И

СА
Н

И
Я

 В
О

Й
С

КО
В

Ы
Х

 С
О

ЕД
И

Н
ЕН

И
Й

 РК
К

А
П

О
 В

О
ЕН

Н
Ы

М
 О

К
РУ

ГА
М

 С
С

С
Р, 6 

ию
ля 1940 г.; В

ЕД
О

М
О

С
ТЬ РА

С
П

И
СА

Н
И

Я
 ТА

Н
КО

В
Ы

Х
 БРИ

ГА
Д

 РК
К

А
 П

О
 В

О
ЕН

Н
Ы

М
 О

К
РУ

ГА
М

 С
С

С
Р, 6 ию

ля 1940 г.; 
В

ЕД
О

М
О

С
ТЬ РА

С
П

И
СА

Н
И

Я
 КО

РП
У

С
Н

Ы
Х

 А
РТП

О
Л

КО
В

 И
 А

РТП
О

Л
КО

В
 А

РГК
 Н

А
 1940 г. , 6 ию

ля 1940 г.; В
ЕД

О
М

О
С

ТЬ 
РА

С
П

И
СА

Н
И

Я
 КО

РП
У

С
Н

Ы
Х

 У
П

РА
ВЛ

ЕН
И

Й
 И

 Д
И

В
И

ЗИ
Й

 РК
К

А
 П

О
 В

О
ЕН

Н
Ы

М
 О

К
РУ

ГА
М

 С
С

С
Р, 6 ию

ля 1940 г.;

” Великая 
от

ечест
венная ТО

М
. 18 （7 -1

）, редактор, В
. А

. Золотарева  （М
осква: Терра, 1997

）, стр. 82 -89. 

た
だ
し
、
当
該
期
ソ
連
の
軍
事
関
係

史
料
は
現
在
に
お
い
て
も
全
面
的
に
公
開
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
42
）  

表
の
数
値
は
、「
満
洲
に
関
す
る
用
兵
的
観
察
」
第
一
三
巻
第
五
篇
、
林
三
郎
『
関
東
軍
と
極
東
ソ
連
軍
』（
芙
蓉
書
房
、
一
九
七
四
年
）、『
関

東
軍
〈1〉
・
〈2〉
』、『
陸
軍
軍
戦
備
』、
中
山
隆
志
『
関
東
軍
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
か
ら
作
成
。
ソ
連
の
兵
力
は
参
謀
本
部
の
推
定
値
。

日
本
側
の
数
値
は
在
満
鮮
兵
力
の
合
計
。
戦
車
と
飛
行
機
（
戦
闘
機
・
軽
爆
撃
機
・
重
爆
撃
機
・
偵
察
機
）
は
第
一
線
配
備
数
。
一
九
四
五
年
は

日
ソ
開
戦
時
、
そ
れ
以
外
は
各
年
末
の
数
値
。
一
九
四
一
年
の
＋1
は
、
第
五
一
師
団
が
「
関
特
演
」
の
た
め
に
一
時
的
に
編
入
さ
れ
た
こ
と
を
意

味
す
る
。
一
九
四
三
・
四
四
年
の
日
本
側
戦
車
・
航
空
機
の
数
値
に
つ
い
て
は
史
料
に
よ
り
大
き
な
差
異
が
あ
り
精
確
な
数
値
は
不
明
で
あ
る

（
抽
出
に
伴
い
激
減
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
）。

（
43
）  

「
日
独
伊
三
国
条
約
締
結
ニ
関
ス
ル
枢
密
院
審
査
委
員
会
議
事
概
要
」『
日
外
』。
深
井
『
枢
密
院
重
要
議
事
覚
書
』
七
三
、
九
七
頁
。

（
44
）  

秘
密
会
議
事
録
編
纂
会
編
『
帝
国
議
会
貴
族
院
秘
密
会
議
事
録
集
』
下
巻
（
教
育
図
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
三
年
）
二
八
二
―
二
八
三
頁
。
同
編

『
帝
国
議
会
衆
議
院
秘
密
会
議
事
録
集
』
中
巻
（
教
育
図
書
刊
行
会
、
一
九
九
九
年
）
八
五
頁
。

（
45
）  

『
帝
国
議
会
貴
族
院
秘
密
会
議
事
録
集
』
下
巻
三
一
一
―
三
一
二
頁
。

（
46
）  

本
稿
で
は
陸
軍
を
主
た
る
分
析
の
対
象
と
す
る
た
め
、
松
岡
外
交
に
つ
い
て
は
必
要
に
応
じ
て
言
及
す
る
に
留
め
る
。
重
要
な
研
究
と
し
て
、

前
掲
細
谷
論
文
の
他
に
、
三
宅
正
樹
『
日
独
伊
三
国
同
盟
の
研
究
』（
南
窓
社
、
一
九
七
五
年
）。
義
井
博
『
増
補　

日
独
伊
三
国
同
盟
と
日
米
関

係
』（
南
窓
社
、
一
九
八
七
年
）。
三
輪
公
忠
『
松
岡
洋
右
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
一
年
）。
松
岡
洋
右
伝
記
刊
行
会
『
松
岡
洋
右

―
そ
の
人

と
生
涯
』（
講
談
社
、
一
九
七
四
年
）。D

avid J. Lu, A
gony of Choice: M

atsuoka Yosuke and the Rise and Fall of the Japanese Em
-

pire, 1880
-1946 （Lanham

, M
D
: Lexington Books, 2002

）. 

（
47
）  

近
年
、
松
岡
の
四
国
協
商
構
想
の
存
在
に
疑
問
を
呈
す
る
研
究
が
出
現
し
て
い
る
。
三
輪
公
忠
「
松
岡
外
交
の
真
意
」
三
輪
公
忠
ほ
か
編
『
日

本
の
岐
路
と
松
岡
外
交
』（
南
窓
社
、
一
九
九
三
年
）
一
七
―
三
七
頁
。
三
輪
宗
弘
『
太
平
洋
戦
争
と
石
油
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
四

年
）
三
二
三
―
三
五
四
頁
。
服
部
聡
『
松
岡
外
交
』（
千
倉
書
房
、
二
〇
一
二
年
）。
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（
48
）  

「
日
独
伊
三
国
条
約
締
結
ニ
関
ス
ル
外
務
大
臣
説
明
案
（
御
前
会
議
）」『
日
外
』。

（
49
）  

陸
軍
に
と
り
三
国
同
盟
は
、
そ
れ
に
ソ
連
を
引
き
入
れ
る
「
四
国
協
商
」
へ
の
発
展
を
含
意
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
当
時
、
外
務
省
事
務

当
局
と
の
折
衝
は
、
陸
軍
省
軍
務
局
軍
務
課
外
交
班
長
の
高
山
彦
一
中
佐
が
主
任
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
高
山
外
交
班
長
が
一
九
四
〇
年
七
月
の

「
対
独
伊
提
携
強
化
案
（
陸
軍
案
）」
で
「
ソ
連
を
三
国
同
盟
に
引
き
入
れ
る
」
構
想
を
一
度
は
示
し
た
も
の
の
、
以
後
陸
軍
の
政
策
文
書
か
ら
当

該
構
想
は
一
切
み
ら
れ
な
く
な
る
。
三
国
同
盟
締
結
後
に
は
、
高
山
自
身
が
「
四
国
協
商
」
に
否
定
的
見
解
を
示
す
に
至
る
。
服
部
『
松
岡
外

交
』
二
一
〇
頁
。

（
50
）  

日
ソ
交
渉
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
外
務
省
編
「
日
『
ソ
』
外
交
交
渉
記
録
ノ
部
」（
一
九
四
六
年
二
月
）。
ス
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
『
考
証　

日
ソ

中
立
条
約
』。
戸
部
良
一
「
日
本
の
対
ソ
政
策

―
日
ソ
不
侵
略
条
約
問
題
を
中
心
と
し
て
」
五
百
旗
頭
真
ほ
か
編
『
日
ロ
関
係
史

―
パ
ラ
レ

ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
挑
戦
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
）
二
六
二
―
二
六
六
頁
。

（
51
）  

「
日
蘇
国
交
調
整
要
綱
案
（
一
〇
月
一
日
）」『
支
那
事
変
関
係
一
件
』
第
二
巻
。「
日
蘇
国
交
調
整
要
綱
案
ニ
関
ス
ル
説
明
（
同
二
日
）」「
日

『
ソ
』
国
交
調
整
要
綱
案
ニ
対
ス
ル
意
見
交
換
記
録
（
同
三
日
）」『
日
外
』。「
日
蘇
国
交
調
整
要
綱
案
（
試
案
）（
同
三
日
）」『
帝
国
ノ
対
外
政
策

関
係
一
件
』
第
一
巻
。

（
52
）  

「
日
蘇
国
交
調
整
要
綱
案
（
試
案
）（
一
〇
月
四
日
）」『
日
外
』。

（
53
）  

森
茂
樹
「
松
岡
外
交
と
日
ソ
国
交
調
整

―
勢
力
均
衡
戦
略
の
陥
穽
」『
歴
史
学
研
究
』
第
八
〇
一
号
（
二
〇
〇
五
年
五
月
）
一
一
頁
。

（
54
）  

“Телеграмма народного комиссара иностранны
х дел С

С
С

Р В
. М

. М
олотова полномочному представителю

 С
С

С
Р в Я

понии 
К

.А
. С

метанину, 1 ноября 1940 г.,

”  ДО
КУ

М
ЕН

ТЫ
 ВН

ЕШ
Н

ЕЙ
 П

О
Л

И
ТИ

К
И

. 1940 -22 И
Ю

Н
Я 1941, ТО

М
 23 кн. 2 -1 （М

осква: 
М

еж
дународны

е отнош
ения, 1998

）, стр. 10 -12.
﹇
以
下
、ДВП

と
表
記
す
る
﹈

（
55
）  

「
昭
和
一
五
年
一
一
月
一
八
日
、
建
川
大
使
発
、
松
岡
大
臣
宛
（
第
一
四
六
七
、
一
四
六
八
号
）」『
日
外
』。
“Молотова

↓С
метанину, 19 

ноября 1940 г.,

” ДВП
 t. 23 （2 -1

）, стр. 111 -113.

（
56
）  

“Беседа народного комиссара иностранны
х дел С

С
С

Р В
. М

. М
олотова с послом  Я

понии в С
С

С
Р И

. Татекавой, 21 ноября 
1940 г.,

” ДВ
П

 t. 23 （2 -1

）, стр. 116 -120.

一
一
月
二
一
日
の
交
渉
に
つ
い
て
は
日
本
側
に
電
報
が
残
っ
て
い
な
い
。

（
57
）  

「
田
中
日
誌
」
1
／
8
の
1
／
3
。
一
一
月
四
日
条
。

（
58
）  

「
大
東
亜
戦
争
へ
の
道
程
」
第
一
部
第
三
章
。「
田
中
日
誌
」
1
／
8
の
1
／
3
。
一
二
月
七
日
、
参
謀
総
長
上
奏
時
の
御
下
問
・
奉
答
に
関
す

る
田
中
の
認
識
。



法学政治学論究　第110号（2016.9）

166

（
59
）  

『
機
密
戦
争
日
誌
』
四
一
―
四
二
頁
。
一
一
月
二
四
、
二
五
日
条
。

（
60
）  

同
右
、
五
〇
頁
。
一
二
月
一
七
日
条
。

（
61
）  

同
右
、
四
八
頁
。
一
二
月
一
二
日
条
。
同
日
の
大
本
営
政
府
連
絡
懇
談
会
の
報
告
。

（
62
）  
同
右
、
五
七
頁
。
一
九
四
一
年
一
月
一
〇
日
、
一
月
一
六
日
条
。　

（
63
）  
「
対
独
伊
『
ソ
』
交
渉
要
綱
（
連
絡
懇
談
会
決
定
）」『
日
外
』。　

（
64
）  
リ
ッ
ベ
ン
ト
ロ
ッ
プ
腹
案
の
内
容
と
来
歴
に
つ
い
て
は
、
戸
部
「
日
本
の
対
ソ
政
策
」
二
六
四
頁
。
三
国
同
盟
交
渉
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
側
は

日
ソ
親
善
の
た
め
に
「
正
直
ナ
ル
仲
買
人
」
と
し
て
働
く
用
意
が
あ
る
と
述
べ
て
い
た
。
松
岡
が
こ
れ
を
要
請
し
た
た
め
、
ヨ
ア
ヒ
ム
・
フ
ォ

ン
・
リ
ッ
ベ
ン
ト
ロ
ッ
プ
（Joachim

 von Ribbentrop

）
ド
イ
ツ
外
相
は
訪
独
予
定
の
モ
ロ
ト
フ
に
対
す
る
提
案
を
日
本
側
に
伝
え
た
。
こ
れ

が
リ
ッ
ベ
ン
ト
ロ
ッ
プ
腹
案
で
あ
る
。
そ
の
骨
子
は
、
①
ソ
連
は
、
日
独
伊
三
国
の
目
的
に
同
調
し
政
治
的
に
協
力
す
る
、
②
日
本
に
南
洋
、
ソ

連
に
イ
ラ
ン
・
印
度
方
面
、
ド
イ
ツ
に
中
央
ア
フ
リ
カ
、
イ
タ
リ
ア
に
北
部
ア
フ
リ
カ
を
将
来
的
な
勢
力
範
囲
と
し
て
割
り
当
て
る
、
③
日
独
伊

ソ
は
、
四
国
の
い
ず
れ
か
一
国
に
敵
対
す
る
国
家
群
に
は
参
加
し
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
一
一
月
中
旬
、
リ
ッ
ベ
ン
ト
ロ
ッ
プ
は
訪
独
し

た
モ
ロ
ト
フ
に
対
し
て
同
案
を
提
示
し
た
も
の
の
、
モ
ロ
ト
フ
は
即
答
せ
ず
、
帰
国
後
に
条
件
付
同
意
の
回
答
を
寄
せ
た
。
し
か
し
そ
の
条
件
は
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
の
ド
イ
ツ
軍
の
即
時
撤
退
な
ど
非
常
に
強
硬
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
対
ソ
開
戦
決
意
が
不
動
の

も
の
と
な
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

（
65
）  

「
二
月
三
日
連
絡
懇
談
会
」
参
謀
本
部
篇
『
杉
山
メ
モ
』
上
巻
（
原
書
房
、
一
九
六
七
年
）
一
七
三
―
一
七
七
頁
。

（
66
）  

桐
工
作
は
、
蔣
介
石
の
義
弟
・
宋
子
良
と
称
す
る
人
物
を
通
じ
た
重
慶
直
接
和
平
交
渉
で
あ
り
、
一
九
三
九
年
末
よ
り
陸
軍
に
よ
っ
て
極
秘
に

進
め
ら
れ
て
い
た
。
桐
工
作
の
打
ち
切
り
は
一
〇
月
八
日
に
大
陸
指
で
正
式
に
通
達
さ
れ
た
。
他
方
で
、
松
岡
は
九
月
一
七
日
よ
り
陸
軍
と
は
別

個
に
銭
永
銘
工
作
（
浙
江
財
閥
の
銭
永
銘
を
介
し
た
重
慶
政
権
と
の
和
平
工
作
）
を
開
始
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
過
程
で
松
岡
が
先
方
の
反

応
を
謀
略
と
判
断
し
た
た
め
、
工
作
は
一
一
月
二
八
日
に
中
止
さ
れ
た
。

（
67
）  

当
該
期
の
陸
軍
は
、
ソ
連
に
援
蔣
行
為
の
停
止
を
要
請
す
る
と
い
う
考
え
方
に
対
し
て
否
定
的
で
あ
っ
た
。
ソ
連
に
よ
る
援
蔣
が
一
貫
し
て
強

化
継
続
の
途
に
あ
る
こ
と
、
ソ
連
に
援
蔣
停
止
の
見
返
り
と
な
る
代
償
を
日
本
が
提
供
し
得
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
ソ
連
は
援
蔣
行
為
の
停
止
を

承
諾
せ
ず
、
履
行
も
し
な
い
と
考
え
ら
れ
た
。
東
條
は
、
今
後
と
も
援
蔣
を
継
続
す
る
こ
と
で
ソ
連
は
日
本
の
国
力
消
耗
を
画
策
し
て
い
る
と
判

断
し
て
い
る
。『
支
那
事
変
戦
争
指
導
関
係
綴
其
の
二
』
防
研
蔵
（
中
央
戦
争
指
導
重
要
国
策
文
書
六
三
〇
）。
な
お
「
支
那
事
変
処
理
要
綱
」
の

形
成
過
程
で
も
、
陸
軍
側
は
北
方
戦
備
の
充
実
を
盛
り
込
む
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
（
海
軍
側
の
強
い
反
対
で
削
除
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
）。
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（
68
）  

「
田
中
日
誌
」
2
／
8
の
1
／
3
。
一
九
四
一
年
一
月
一
二
日
条
。

（
69
）  

『
機
密
戦
争
日
誌
』
上
巻
一
一
頁
。
一
九
四
〇
年
六
月
二
〇
日
条
。「
田
中
日
誌
」
1
／
8
の
1
／
3
、
2
／
8
の
1
／
3
。
一
九
四
〇
年
一
〇

月
二
九
日
（
陸
海
統
帥
部
協
議
）、
一
二
月
七
日
（
第
一
部
長
・
陸
相
会
談
）、
一
月
一
六
日
（
大
本
営
陸
軍
部
会
議
）
各
条
。
一
九
四
〇
年
九
月

の
北
部
仏
印
進
駐
は
武
力
南
進
の
一
環
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
主
と
し
て
事
変
処
理
上
の
施
策
と
み
な
さ
れ
た
。
戸

部
良
一
「
北
部
仏
印
進
駐

―
『
南
進
』
の
一
断
面
と
し
て
の
考
察
」『
防
衛
大
学
校
紀
要
・
人
文
社
会
科
学
編
』
第
三
七
号
（
一
九
七
八
年
一

一
月
）
三
七
―
八
八
頁
。

（
70
）  

『
機
密
戦
争
日
誌
』
上
巻
六
〇
頁
。
一
九
四
一
年
一
月
一
五
日
条
。

（
71
）  

波
多
野
澄
雄
『
幕
僚
た
ち
の
真
珠
湾
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
一
年
）
五
七
―
六
二
頁
。

（
72
）  

『
機
密
戦
争
日
誌
』
上
巻
五
三
、
六
二
頁
。
一
九
四
〇
年
一
二
月
二
七
日
、
翌
年
一
月
一
八
日
条
。

（
73
）  

同
右
、
八
四
頁
。
三
月
一
五
日
条
。

（
74
）  

「
田
中
日
誌
」
3
／
8
の
1
／
3
。
一
二
月
七
日
、
田
中
第
一
部
長
と
東
條
陸
相
の
会
談
記
録
。

（
75
）  

『
機
密
戦
争
日
誌
』
上
巻
八
六
―
八
七
頁
。

（
76
）  

「
対
南
方
施
策
要
綱
」『
太
平
洋
戦
争
へ
の
道
』
資
料
編
四
二
六
―
四
二
七
頁
。

（
77
）  

日
米
開
戦
過
程
に
お
い
て
「
北
進
」
と
「
南
進
」
が
並
立
し
て
い
た
と
い
う
指
摘
は
、
森
山
優
「『
南
進
論
』
と
『
北
進
論
』」
倉
沢
愛
子
ほ
か

編
『
岩
波
講
座　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
』
第
七
巻
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
一
八
九
―
二
一
八
頁
。
波
多
野
『
幕
僚
た
ち
の
真
珠
湾
』
四

六
頁
。

（
78
）  

『
関
東
軍
︿1﹀
』
二
九
七
―
三
〇
八
頁
。

（
79
）  

「
昭
和
一
五
年
度
帝
国
陸
軍
作
戦
計
画
」
防
研
蔵
（
⑨
霞
ヶ
関
九
四
︲
二
）。「
昭
和
一
五
年
度
帝
国
陸
軍
作
戦
計
画
竝
同
訓
令
ニ
関
ス
ル
参
謀

総
長
御
説
明
（
案
）」
防
研
蔵
（
⑨
霞
ヶ
関
一
〇
四
）。『
稲
田
正
純
氏
談
話
速
記
録
』
二
七
六
頁
。「
満
洲
に
関
す
る
用
兵
的
観
察
」
第
一
三
巻
第

五
篇
。

（
80
）  

「
田
中
日
誌
」
5
／
8
の
1
／
3
。
一
九
四
一
年
六
月
一
五
日
条
。
こ
の
田
中
の
構
想
は
、
日
米
開
戦
後
の
対
ソ
戦
構
想
に
ほ
ぼ
同
内
容
で
継

承
さ
れ
た
。
参
謀
本
部
第
十
五
課
（
戦
争
指
導
課
）「
対
『
ソ
』
戦
争
指
導
要
綱
（
一
九
四
二
年
二
月
八
日
）」。
ま
た
、
対
ソ
戦
後
の
占
領
地
行

政
に
つ
い
て
も
策
案
が
進
め
ら
れ
た
。
参
謀
本
部
第
十
四
課
（
軍
政
課
）「
極
東
蘇
領
経
略
要
綱
案
（
一
九
四
二
年
一
一
月
七
日
）」「
極
東

『
ソ
』
領
占
領
地
統
治
要
綱
案
（
一
一
月
八
日
）」「
北
方
占
領
地
経
済
処
理
要
領
案
（
一
一
月
二
四
日
）」
防
研
蔵
（
中
央
戦
争
指
導
そ
の
他
一
七
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九
）。

（
81
）  

井
本
熊
雄
『
支
那
事
変
作
戦
日
誌
』（
芙
蓉
書
房
、
一
九
九
八
年
）
四
九
二
―
四
九
五
頁
。「
長
期
戦
」
の
具
体
的
対
応
方
針
に
つ
い
て
は
、
別

に
「
対
支
長
期
戦
施
策
要
綱
」
が
策
定
さ
れ
た
。

（
82
）  
『
機
密
戦
争
日
誌
』
上
巻
六
一
頁
。
一
月
一
六
日
条
。
大
本
営
陸
軍
部
会
議
で
の
質
疑
応
答
。「
田
中
日
誌
」
1
／
8
の
1
／
3
。
一
二
月
八
日

条
。

（
83
）  
前
掲
註
9
、
10
に
同
じ
。「
金
原
節
三
業
務
日
誌
摘
録　

前
編　

そ
の
三
の
（
イ
）」
防
研
蔵
（
中
央
軍
事
行
政
そ
の
他
六
五
）。
一
九
四
一
年

四
月
一
四
日
条
。
た
だ
し
武
藤
軍
務
局
長
は
局
長
会
議
で
、
対
ソ
軍
備
増
強
を
あ
く
ま
で
ソ
連
に
条
約
を
履
行
さ
せ
る
圧
力
と
し
て
説
明
し
て
い

る
。

（
84
）  

『
機
密
戦
争
日
誌
』
上
巻
八
九
頁
。
四
月
一
四
日
条
。

（
85
）  

「
大
東
亜
戦
争
へ
の
道
程
」
第
一
部
第
三
章
。「
田
中
日
誌
」
1
／
8
の
1
／
3
。
四
月
二
三
日
条
。

（
86
）  

『
機
密
戦
争
日
誌
』
上
巻
九
六
頁
。
四
月
二
二
日
条
。「
増
田
繁
雄
大
佐
業
務
日
誌
2
／
8
」
防
研
蔵
（
中
央
作
戦
指
導
日
記
二
七
三
）
五
月
一

七
日
条
。「
中
村
雅
郎
少
佐
業
務
日
誌
（
一
）」
防
研
蔵
（
中
央
戦
争
指
導
重
要
国
策
文
書
七
五
四
）
六
月
六
日
条
。「
田
中
日
誌
」
1
／
8
の
1

／
3
。
四
月
二
三
日
条
。

（
87
）  

「
野
村
直
邦
メ
モ　

其
の
一
の
一
」
防
研
蔵
（
①
日
誌
回
想
四
五
九
）。「
藤
井
茂
日
誌
」
防
研
蔵
（
①
中
央
日
誌
回
想
六
三
二
）。
六
月
九
日
、

陸
海
軍
務
局
長
・
第
一
部
長
間
の
協
議
。

（
88
）  

「
石
井
秋
穂
大
佐
回
想
録
」
防
研
蔵
（
中
央
作
戦
指
導
回
想
手
記
一
〇
八
）。
こ
の
立
場
は
独
ソ
開
戦
後
の
「
熟
柿
論
」
に
つ
な
が
る
。

（
89
）  

「
田
中
日
誌
」
5
／
8
の
1
／
3
。
六
月
九
日
、
参
謀
本
部
部
長
会
議
の
記
録
。
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滝
田
　
遼
介
（
た
き
た　

り
ょ
う
す
け
）

所
属
・
現
職　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程

最
終
学
歴　
　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
前
期
博
士
課
程

所
属
学
会　
　

日
本
国
際
政
治
学
会
、
日
本
政
治
学
会
、
日
本
歴
史
学
会
、
軍
事
史
学
会

専
攻
領
域　
　

近
代
日
本
外
交
史
、
日
本
政
治
外
交
史

主
要
著
作　
　

 「
一
九
三
九
年
秋
期
の
対
外
情
勢
変
動
と
日
本

―
『
北
進
路
線
』
を
め
ぐ
る
外
交

と
軍
事
」『
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
論
文
集
』
第
五
三
号
（
二
〇
一
三

年
）

　
　
　
　
　
　

 「
米
内
内
閣
期
『
有
田
外
交
』
と
第
二
次
欧
州
大
戦

―
外
交
戦
略
の
形
成
と
ソ
連

要
因
」『
日
本
歴
史
』
第
八
一
二
号
（
二
〇
一
六
年
）


